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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返送理由／ Reason for the return

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 安全に関する注記

1.1 使用目的

リ キシス M CCM 223/253 は水に溶けている遊離塩素、 二酸化塩素および全残留塩素の量を判定す
る測定変換器です。
COM 223/253 は特に以下のアプ リ ケーシ ョ ンでの使用を目的と し ています
• 飲料水

• 水処理

• 冷却水

• ガス ス ク ラバー

• 逆浸透

• 食品加工

• ス イ ミ ングプールおよび水浴プール水

1.2 取付、 設定、 操作

下記の項目を注読し て く ださい ：
• 取付、 電気的接続、 設定、 操作と測定システムの保守は、 専門の訓練を受けた技術者によ っ

てのみ行って く ださい。 こ の技術者は、 システムオペレーターによ って該当作業についての
認可を受けている こ と が必要です。

• また こ こ で述べてあ る取扱説明事項をすでに読解し ている こ と、 な らびに遵守する こ と も求

められています。
• 全測定点の設定を行 う 前に、 正確さ を期する ため全ての接続をチェ ッ ク し て く ださい。 ケー

ブルな らびにホース接続に損傷がないこ と を確認し て く ださ い。
• 損傷を受けている製品は動作させないで く ださ い、 そし て計画にはない試運転を行わないで

く ださい。 損傷を受けている製品には不良品であ る旨の表示を し て く ださ い。
• 測定点のエラーは、 特別に訓練を受けた認定者のみが修正でき ます。

• も しエラーの修正が不可能な場合は、 サービ スの対象外と し不用意な設定を行わないよ う に

し て く ださい。
• 本取扱説明書に記載されていない修理については、 弊社のサービ ス部門においてのみ行いま

す。

1.3 操作の安全性
製品は最新の技術に基づいて設計され試験を受けていますので、 機能的には完全な状態で出荷
されています。
関連法案およびヨーロ ッパ標準に適合し ています。

使用者と し ては、 次の安全に関する条件に従 う 責任があ り ます ：
• 取 り 付け作業の手順

• その地域における標準や規則

EMC
本製品は電磁的 ノ イ ズの影響を最小限にする よ う 製造されてお り 欧州規格に適合し ます。

1.4 返送
も し製品を修理に出す必要が生じ た場合は、 弊社宛てにご返送 く ださ い。
可能であれば、 納入時の梱包材料を使って く ださい。

安全 / 洗浄確認依頼書 （巻頭の本取扱説明書を コ ピーし て く ださい） に必要事項をご記入の う
え、 船積書類と同様に荷造 り 品に同封し て く ださい。
安全 / 洗浄確認依頼書がない場合、 修理をお受けする こ と はでき ません！
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1.5 安全に関する表記規則と記号

電気記号

#
危険！
操作者に危害を与え る可能性を示す記号です。 危険は、 適切に行わなければ人体の損傷、 あ る
いは計器の破壊を招 く 操作または手順を強調し ます。

"
警告！
不正な操作によ ってエラーを生じ させる可能性を示す記号です。 警告は、 適切に行わなければ
計器の誤動作を招 く 操作または手順を強調し ます。

!
注意！
注意は、 操作手順の情報のなかで特に重要な項目を強調する記号です。

% 直流電源

& 交流電源

) 接地

* 保護アース

b アラーム

入力

出力

電源

温度センサ
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2 機器の識別

2.1 装置名

2.1.1 銘板

図 2.1 ： リキシス M CCM 223 （左） および CCM 253 （右） の銘板。

"Codes" はケモ ク リーンまたは plus パッ ケージのソ フ ト ウ ェ アア ッ プグレー ドのリ リースコー ド

を示し ます。

2.1.2 仕様コー ド

a0001935-en a0001934-en

バージョン

EK 遊離塩素 / 二酸化塩素 / 全残留塩素測定

ES 遊離塩素 / 二酸化塩素 / 全残留塩素測定 + plus パッ ケージ機能

EP 遊離塩素 / 二酸化塩素 / 全残留塩素測定 + フルパッ ケージ機能、 pH/ORP 測定切替可能

電源電圧

0 AC 230 V 

1 AC 115 V 

5 AC 100 V

8 AC /DC 24 V

出力
0 遊離塩素 / 二酸化塩素 / 全残留塩素測定 , 1 x 20mA

1 遊離塩素 / 二酸化塩素 / 全残留塩素測定 / 温度 /pH/ORP, 2 x 20mA

3 PROFIBUS-PA

4 PROFIBUS-DP

5 遊離塩素 / 二酸化塩素 / 全残留塩素測定 + HART, 1 x 20mA

6 遊離塩素 / 二酸化塩素 / 全残留塩素測定 /pH/ORP + HART, 2 x 20mA 

追加接点

05 追加接点な し

10 2 接点追加 （警報 / P （ID） / タ イ マー）

15 4 接点追加 （警報 / P （ID） / ケモ ク リ ーン）

16 4 接点追加 （警報 / P （ID） / タ イ マー /Cl2 および ClO2 用

3 ステ ッ プ コ ン ト ローラ）

20 2 接点追加、 電流入力 （警報 / P （ID） / タ イマー）

25 4 接点追加、 電流入力 （警報 / P （ID） / ケモ ク リ ーン /
Cl2 および ClO2 用 3 ステ ッ プ コ ン ト ローラ）

26 4 接点追加、 電流入力 （警報 / P （ID） / タ イマー / 
Cl2 および ClO2 用 3 ステ ッ プ コ ン ト ローラ）

CCM 223-
CCM 253-

仕様コード

131085-4D

order code
serial no. /codes

CCM 253-EK0110
4A234505G00
0,05 ... 20 mg/l
0 … 50°C
0/4 … 20 mA
230 VAC 50/60 Hz 7.5 VA

-10 … +55°CIP 65

0/4 … 20 mA

- 8732

prot. class ambient temp.

output 1 output 2
mains

meas. range
temperature

3472

LIQUISYS M
chlorine/

Made in Germany, D-70839 Gerlingen

chlorine dioxide

131085-4D

order code
serial no. /codes

CCM 223-EK0110
4A234505G00
0,05 ... 20 mg/l
0 … 50°C
0/4 … 20 mA
230 VAC 50/60 Hz 7.5 VA

-10 … +55°CIP 54 / IP 30

0/4 … 20 mA

- 8732

prot. class ambient temp.

output 1 output 2
mains

meas. range
temperature

3472

LIQUISYS M
chlorine/

Made in Germany, D-70839 Gerlingen

chlorine dioxide
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2.2 梱包内容

" 警告！
• 梱包を解いた ら、 輸送中に生じ た損傷などがないこ と を確認し て く ださ い。 も し問題が生じ

てお り ま し た ら、 お買い上げの経路を通じ てお知らせ く ださ い。
• 納入物に不備がな く 、 数量が納品書およびご注文と一致するか、 また型式と バージ ョ ンを銘

板で確認し て く ださい。

納入品には以下のものが含まれます。
• 変換器 CCM 223 または CCM 253

• 取扱説明書

• 屋外設置型 CCM253 には、 以下のものが梱包されています。

− 差込み型ねじ込み端子

− Pg7 ケーブルグ ラ ン ド 1 個

− Pg16 ケーブルグ ラ ン ド １ 個

− Pg13.5 ケーブルグ ラ ン ド 2 個

• パネルマウ ン ト 型 CCM223 には、 以下のものが梱包されています。

− 差込み型ねじ込み端子 1 セ ッ ト

− 固定ク リ ッ プ 2 個

EP バージ ョ ンには、 以下のものが追加されます。
− BNC コネ ク タ １ 個 （ねじ込み式）

ご質問がございま し た ら、 最寄 り の販売代理店または弊社営業所 （本操作説明書の裏ページを
参照し て く ださい） までお問い合わせ く ださい。
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3 取付

3.1 概要

接地の手順は以下に従って く ださい。
1． 変換器の取付 （3 章参照）
2． 変換器と センサの接続 （4 章参照）
3． 電気配線 （4 章参照）
4． 変換器セ ッ ト ア ッ プ （6 章参照）

3.1.1 測定システム

測定システムの構成は次の通 り です。

バージョン 1 （遊離塩素／二酸化塩素）
• リ キシス M CCM223/253 変換器

• 塩素センサ CCS 140/141、 二酸化塩素センサ CCS 240/241

• 流通ホルダ CCA 250

オプシ ョ ン ：
• pH 電極または ORP 電極

• 流量監視用近接ス イ ッチ INS

• 延長ケーブル CMK

• 必要に応じ て、 pH/ORP 測定用エ ク ステンシ ョ ンケーブルをご用意 く ださい。

• 必要に応じ て、 INS 近接ス イ ッチ用 MK エク ステンシ ョ ンケーブルをご用意 く ださい。

• 中継端子箱

バージョン 2 （全残留塩素）
• リ キシス M CCM223/253 変換器

• 全残留塩素センサ CCS 120

• 流通ホルダ CCA 250 または浸清ホルダ

• 専用ケーブル CPK 9 - NxAIB

オプシ ョ ン ：
• pH 電極または ORP 電極

• 流量監視用近接ス イ ッチ INS

• 延長ケーブル CYK71

• 必要に応じ て、 pH/ORP 測定用エ ク ステンシ ョ ンケーブルをご用意 く ださい。

• 必要に応じ て、 INS 近接ス イ ッチ用 MK エク ステンシ ョ ンケーブルをご用意 く ださい。

• 中継端子箱 VBC
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a0001691

図 3.1 ： 流通ホルダ使用の例

a0001791

図 3.2 ： 浸漬ホルダ使用の例

CAL REL

REL1

REL1

ALARM
REL2

REL2E

mg/l

25.0 ¡C

0.42

1

2

3

4

5

6 7

8

9

1 流通ホルダ CCA250 6 測定水排水口

2 測定水供給口 7 サンプル取水コ ッ ク

3 PH/ORP 電極取付位置 8 測定ケーブル

4 流量監視用近接ス イ ッ チ 9 変換器

5 塩素センサ

1 2

45 3

CAL REL

REL1

REL1

ALARM
REL2

REL2E

mg/l

25.0 ¡C

0.42

6

1 中継用端子箱 4 浸漬ホルダ

2 変換器 5 塩素センサ

3 延長用ケーブル 6 アダプタ （必要に応じ て）
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3.2 寸法

C07-CxM253xx-06-06-00-en-001.EPS

図 3.3 ： 屋外設置型リキシス M CCM 253 寸法図

! 注意！
ハウジングには、 Pg16 電線口の穴があ り ます。 その穴は、 運送時のハウジングの外部と内部の
圧力をバラ ン ス させる役目も も っています。 配線前には、 穴よ り 水分が入ら ないよ う ご注意 く
ださい。 配線後は、 隙間がないこ と を確認し て く ださい。

図 3.4 ： リキシス M CCM 253 ハウジング内部

1 電子基板部ボ ッ クス （取外し可能） ： 2 仕切り板 ： 3 端子ブロ ッ ク ： 4 ヒ ューズ

CAL REL

REL1

REL1

ALARM
REL2

REL2E

Pg 7

Pg 16

M
 5

11/
0.43

Ø
 6

 /
Ø

 0
.2

4

115 / 4.53
15

7 
/ 6

.1
8

24
7 

/ 9
.7

2

70
 / 

2.
76

70 / 2.76

154 / 6.06

170 / 6.69

mm / inch

Pg 13.5

C07-CxM253xx-11-06-00-xx-001.eps

1

2

3

4

取外し式電子基板ボ ッ ク ス

仕切 り 板

端子台

ヒ ュ－ズ

1

2

3

4
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a0005735

図 3.5 ： パネルマウン ト 型リキシス M CCM 223 寸法図

3.3 取付

3.3.1 屋外への設置

屋外設置型 リ キシス M には、 い く つかの取付オプシ ョ ンがあ り ます。
• 壁取付

• 円型パイプへの取付

• 角型支柱への取付

! 注意！
屋外設置 リ キシス M が直接屋外の気候にさ ら される場合には日除けカバー CYY101 を必ず使用
し て く ださい （ア ク セサ リ  の章参照）。

壁取付

a0005736

図 3.6 ： 屋外設置型変換機の壁取付図

壁取付手順

1. 図 3.6 に示す位置に取 り 付け壁面に穴をあける
2. （1） の穴に正面から ネジを通し、 壁面の穴にあてが う
3. ネジを締め変換器を固定する
4. （2） の位置にカバーキ ャ ッ プを取 り つける

90

13
9

96

6

mm

92

14
9.

5

���

��

�

�

�
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パイプ取付

! 注意！
水平または垂直の強固なパイプに取付けて く ださい。
取付けキッ ト はアク セサリ  の章を参照し てく ださ い。 またパイ プ径の最大は Ø60 と し てく ださ い。

a0005737

図 3.7 ： 屋外設置型変換機のパイ プ取付図

パイプ取付手順

1. 取付けるパイプに （3） のプレー ト を （1） のネジをあてがい取付状況を確認
2. プレー ト を （2） のネジの部分で変換器に取付
3. パイプ取付位置に変換器を取 り 付ける

1

2

3

1

1

3

Ø
m
a
x
.
6
0

mm
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3.3.2 パネルマウン ト 型の取付

パネルマウ ン ト 型 リ キシス M は、 付属のねじ を使って取 り 付けます （図 3.8 を参照）。 取付時の
バッ ク スペースは約 165 mm 必要です。

C07-CxM223xx-11-06-00-en-001.eps

図 3.8 ： パネルマウン ト 型の取付

1 配電盤壁面

2 配電盤壁面

3 固定用ねじ

3.4 取付後の確認

❑ 設置後、 変換器に損傷がないか目視によ り 確認
❑ 直射日光や結露の影響を受けない場所かど う かの確認
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4 配線

4.1 電気接続

4.1.1 端子結線図 （バージ ョ ン 1）

下図は、 CCS140/141/240/241 センサ及び 963 センサ と の接続を表し ています。

図 4.1 ： リキシス M CCM 223/253 の電気接続 （バージ ョ ン 1）

! 注意！
本製品は保護ク ラ ス II であ り 、 一般には保護アース接続をせずに操作でき ます。

CCS 140/141
CCS 240/241

pH/ORP

Ref.

pH

ORP

1*

*

2*

3*

4*

4...20 mA

*

963

1

2
pH/ORP

1

2

INS
** 85/86
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4.1.2 端子接続図 （バージ ョ ン 2）

下図は CCS120 センサ と の接続を表し ています

! 注意！
本製品は保護ク ラ ス II であ り 、 一般には保護アース接続をせずに操作でき ます。

a0001904

図 4.2 ： リキシス M CCM 223/253 の電気接続 （バージ ョ ン 2）
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4.1.3 屋外設置型の配線

次の手順に従って く ださい。
1. リ キシス M のハウ ジングカバーを外し て く ださい。 端子台が中にあ り ます。
2. 底面のパンチングを外し、 付属のケーブルグ ラ ン ド を取付、 ケーブルを通し てます。
3. 電線を該当端子に配線し ます （図 4.3 参照）。
4. ケーブルグ ラ ン ド を締め付けます。

" 警告！ 
• 作業中は水滴に注意し、 湿気を内部に閉じ込めないで く ださ い。 正確な測定ができ ません。

•  NC 端子は使用し ないで く ださい。

•  端子記号のない端子は使用し ないで く ださい。

図 4.3 ： リキシス M CCM 253 結線図 （同様の図が本体に貼付されています）

pH
/O

R
P

2 1

pH
/O

R
P

2 1
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パネルマウン ト 型の配線
電線を該当端子に配線し ます （図 4.4 参照）。

図 4.4 ： リキシス M CCM 223 結線図 （同様の図が本体に貼付されています）

" 警告！
• NC 端子は使用し ないで く ださい。

• 端子記号のない端子は使用し ないで く ださい。

4.1.4 センサの取り付けと測定ケーブルの接続

4.1.5 測定ケーブルの接続

EP バージ ョ ンの場合の pH/ORP 電極には別途測定ケーブルが必要です。 測定ケーブルを延長す
る と きは、 中継端子箱 VBC と これに合 う 延長ケーブル （8 章を参照） が必要です。 

ORP

2

1

センサ接続専用測定ケーブル

センサタイプ ケーブル 延長箱 + 延長ケーブル

遊離塩素 / 二酸化塩素センサ 

CCS140/141/240/241
CMK ケーブル （3m 固定ケーブル） 中継端子箱 VBC + CMK

塩素センサ 963 - 中継端子箱 VBC + MK

全残留塩素センサ CCS120 CPK 9 - NxAIB 中継端子箱 VBC + CYK 71

pH/ORP 電極 （温度センサ無し）
GSA プラ グヘッ ド付き電極用 CPK 1 

ESA プラ グヘッ ド付き電極用 ESA
中継端子箱 VBC + CYK 71
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4.1.6 測定ケーブルの構造と終端処理

CCS140/141/240/241 の接続
CCS 140/141/240/241 遊離塩素 / 二酸化塩素センサは 3 m ケーブル付きセンサです。

図 4.5 ： センサケーブル CCS 140/141/240/241

CCS120 の接続
センサ と ケーブルを接続し、 ケーブルのも う 片方の先を変換器の各端子へ配線し ます。 

* 白と黄の線は、 TOP68 コネ ク タに内部接続されています。

a0001689

図 4.6 ： TOP68 プ ラグのピン割当 （左 ： オス、 右 ： メ ス）

ケーブル 変換器

ピン 信号 電線 端子

1 塩素信号 透明 （同軸の内） 90

2 AGND 黒 （同軸の外） 12

3

4 +UB (15 V) 緑 85

5 温度 黄 * 11

白 * 11

6 AGND 茶 86

S シール ド 付属品 S

NTC

NTC

12

3

5

6

4

1 2

3

5

6

4
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pH/ORP センサの接続

a0002330-en

図 4.7 ： センサケーブル

パネルマウント型 CCM 223 の BNC コネクタを用いたケーブル終端処理

図 4.8 ： ケーブル終端の切断部分 （左） と同軸ケーブルの構造 （右）

図 4.9 ： BNC コネク タ を取り付けるための pH 端子線の処理 （左）

pH 端子線の BNC 角型コネク タへの取り付け （右）

CPK1

CPK9

PM

pH + Pt 100 / Pt 1000

PM

Temp.
Temp.
Temp.
PM

pH/Redox

PA Ref.

Ref.

pH/ORP

pH

Ref. BK

pH/mV

 PA
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1. 同軸ケーブルのワ イヤ先端のス リ ーブを切断し ます （図 4.9 を参照）。
2. ケーブルグ ラ ン ド （①） と ワ ッ シャ （②） をケーブルに通し て く ださい。 ケーブルの内部被

覆を 13 mm ほど剥がし、 ク ラ ンプ リ ング （③） を被覆の上から締めて く ださい。
注 ： ① ～ ③はケーブルの外径に合わせて 3.2 mm 用と 5 mm 用が同梱されています。
使用する ケーブルに合わせて選択し て く ださい。

3. 網状のシール ド （④） を、 ク ラ ンプ リ ングを覆 う よ う に折 り 返し、 ケーブルク ラ ンプからは
み出し た部分はカ ッ ト し て く ださい。

4. 同軸芯線の半導体黒色被覆をシール ド の根元まで剥がし て く ださい。
5. 芯線の先端から被覆を 4mm ほど剥がし、 付属のエン ド ス リ ーブ （⑨） を芯線にかぶせて く

ださい。 別 メ ーカーのケーブルを使用する時は、 単一導線の場合のみエン ド ス リ ーブを使用
し ます。

6. BNC コネ ク タ （⑤） にケーブルを差し込みます。 ケーブルの芯線がク ラ ンピング ノ ッチ
（⑥） 内にあ る こ と を確認し て く ださい。 ケーブルグ ラ ン ド （①） を締めて く ださい。
ク ラ ンプピース （⑦） で芯線を固定し、 プラ グカバー （⑧） を使って締め付けて く ださい。

延長用ケーブル

中継端子箱 VBC
この中継端子箱を用いる と、 変換器と センサ間の接続ケーブル長を延長でき ます。

図 4.10 ： アース接点付き中継端子箱 VBC、 寸法 ： 125 x 80 x 54 mm （w x h x d）

最大ケーブル長

遊離塩素 / 二酸化塩素 CCS140/141/240/241 ケーブル CMK、 最大 30 m

全残留塩素センサ CCS120 ケーブル CYK 71、 最大 15 m

pH/ORP 測定 ケーブル CYK 71、 最大 50 m

A

IP 65



リキシス M CCM 223 / 253 4 配線

エン ド レスハウザー ジャパン 21

CMK および CYK 71 ケーブルの終端処理

図 4.11 ： CMK （左） および CYK71 （右） ケーブルの構造

" 警告！
終端作業を行 う と きは、 必ず黒色被覆 （①） をシール ド の根元まで剥がし て く ださい。

4.1.7 Cl2/ClO2 用 3 ステ ッ プ コ ン ト ローラ

連続可変モーターバルブを動かすには、 以下の配線を行なって く ださい。
• リ レー 3 ： モーターバルブの NO 接点に接続し て く ださい。

• リ レー 4 ： モーターバルブの NC 接点に接続し て く ださい。

4.1.8 アラーム接点

電源投入直後には、 リ レー接点は開磁で、 電流回路は開なので、 ラ ンプは点灯し ません。
エラー発生時は、 リ レー接点は電流回路を閉じ、 ラ ンプが点灯し ます。

図 4.12 ： アラーム接点の回路

通常状態 アラーム状態

• 作動中

• エラー メ ッ セージに無い状態

（ア ラーム緑色 LED）

• エラー メ ッ セージ有 り （ア ラーム赤色 LED） または、

• 機器に不具合有 り または、 停止

（ア ラーム LED 消灯）

→ リ レー 励磁

→ 接点 42/43 ク ローズ

→ リ レー 非励磁

→ 接点 41/42 ク ローズ
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5 操作

5.1 表示

5.1.1 LED 表示

液晶デ ィ スプレ イ

図 5.1 ： 液晶デ ィ スプレ イ

リ レ ー動作のモード を表示し ま す。 緑： 自動  黄： 手動

現在手動操作中のリ レ ーの LED が赤く 点灯し ま す。

警報リ レ ー 1 と 2 の状態を表示し ま す。
緑： 測定値が設定し た警報値の範囲内。 リ レ ー開磁。
赤： 測定値が設定し た警報値の範囲を超えている 状態。 リ レ ー励磁。

アラ ーム表示。 警報値を超え続けた場合や、 温度センサ、 シス テムエラ ー発生時に
点灯し ま す（エラ ーについては 9.3 章を参照）

 

  

  

  
  

3 4

/
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5.1.2 操作パネル

図 5.2 ： リキシス M 操作部

5.1.3 キーの機能

CAL キー
CAL キーを押すと 、 アク セス コ ード 入力画面に移り ま す。
コ ード ：
アク セス コ ード  22： 校正
アク セス コ ード  0 ま たは、 任意のコ ード ：
CAL キーを押すと 校正データ の確認ま たは、 校正メ ニュ ーの処理を実行し ま
す。

入力キー
入力キーの機能は次の通り です。
• 測定モー ド から セ ッ ト ア ッ プモード を呼び出し ます。

• セ ッ ト ア ッ プモー ド で入力されたデータ を保存 （確定） し ます。

• 校正を開始し ます （CAL キーと同一機能）。

LCD

LED

 LED

 
/
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+ キーと - キー
+ キーと - キーの機能は次の通り です。
• 機能グループの選択

• パラ メ ータ と数値の設定 （キーを押し たま まにする と、 数値の増減ス ピー

ド が上昇し ます）
• 手動モー ド での リ レー操作 （5.1 章を参照）

＋キーを押し つづける と 電流入力が mA と ％が切り 替わり ま す。
繰り 返し ＋キーを押すこ と によ り 以下が順次表示さ れま す。 ：
• °F 単位での温度表示

• 温度表示の非表示

• pH 値または、 酸化度 （EP バージ ョ ンのみ）

• mA での pH センサ信号表示 （EP バージ ョ ンのみ）

• nA での塩素、 二酸化塩素の測定値表示

• % での電流入力信号表示

• mA での電流入力信号表示

測定モード 中の、 - キーの機能は以下の通り です：
• エラー表示の選択 （最大 10 個）

• 機能グループ 「ア ラーム」 （F） では、 個別エラーコード ご と にア ラーム出

力の有無を定義でき ます。

REL キー（手動リレー切替キー）
REL キーは手動操作を行う リ レ ーの切り 替えを行いま す。 ま た洗浄機能の手
動ス タ ート 時にも 使用し ま す。 リ レ ー自動モード 中に、 REL キーを押すと ス
イ ッ チング点（ 集積点） や、 セッ ト ポイ ント （ PID コ ント ロ ーラ ） と 出力でき
ま す。 こ のと き + キーを押すと 各リ レ ーの設定値を確認でき ま す。
REL キーを押すと 測定モード に戻り ま す（ 30 秒操作がないと 測定値表示に戻
り ま す）。

AUTO キー（リレー動作自動 / 手動切替キー）
こ のキーはリ レ ーの自動 / 手動の切り 替えを行ないま す。

エスケープ機能
セッ ト アッ プモード で＋キーと －キーを同時に押すと 、 メ イ ンメ ニュ ーに戻
り ま す。（ 校正モード の場合は校正終了画面へ移り ま す。） も う 一度 + キーと -
キーを同時に押すと 、 測定モード に戻り ま す。

ハードウェアのロック
フィ ールド 操作へのアク セス は HART® ま たは PROFIBUSｨ経由等のデジタ ル通
信のためにロ ッ ク する こ と ができ ま す。 ＋キーと E キーを同時に押し て変換
器の操作をロ ッ ク し ま す。 画面にはコ ード 「 9999」 が表示さ れま す。

ハードウェアのロック解除
ハード ウ ェ アのロ ッ ク を解除する と き は、 CAL キーと －キーを同時に押し て
く ださ い。 画面にはコ ード 「 0」 が表示さ れま す。



リキシス M CCM 223 / 253 5 操作

エン ド レスハウザー ジャパン 25

5.2 キーの操作

5.2.1 自動 / 手動操作モー ド

! 注意！
• 手動モード は、 電源が落ちた場合でも維持されます。

• 手動モード は、 他のどの自動モード よ り 優先されます。

• 手動モード では、 ハード ウ ェアはロ ッ ク でき ません。

• 手動モード は、 リ セ ッ ト されるか、 自動モード が選択される まで、 維持されます。

• 手動モード では、 エラーコード は、 E102 が表示されます。

自動モード
こ の操作モード では、 リ レ ーは変換器によ り 制御さ れま す。

手動モード
こ の操作モード では、 リ レ ーは手動で制御さ れま す。

REL キー
手動モード では、 REL キーは、 １ つのリ レ ーを選択か、 機器のク リ ーニング機能に
使用さ れま す。

手動モードへの切り替え
リ レ ー手動モード への切り 替え手順は次の通り です。

1. AUTO キーを押し て く ださい。

2. コード 「22」 を入力し、 入力キー押し て く ださい。 

3. REL キーを押し て手動操作を行な う リ レーを選択し て く ださい。 デ ィ スプレ イ
2 行目に、 選択されている リ レー （ON / OFF） が表示されます。 手動モード で
は､測定値は、 常に表示されます （例えば、 充填中において も表示されます）。

4. + キー と - キーを使って リ レーのオン / オフを切 り 替えて く ださい。
切 り 替えた リ レーの状態は リ セ ッ ト される までそのま ま有効です。

特殊なケース：３ステップコントローラ
リ レー 3 を選択し て + キーを押すと、 モーターバルブの NO 接点が有効と な
り 、 - キーを押す と再度停止し ます。 リ レー 4 を選択時には、 モーターバルブ
の NC 接点が同様に有効または無効にな り ます。 2 つの接点のどち らかが
オンになっている時に、 も う 一方の接点をオンにし よ う とする と （最初に入力
キーを押し た時）、 前者が先にオフ と な り ます。

5. 測定モード に戻るには AUTO キーを押し て く ださい。
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5.2.2 操作コ ンセプ ト

操作モー ド

図 5.3 ： 操作モー ド

! 注意！
• 校正中と機器設定中に、 機能と接点をホール ドする こ と ができ ます （6.7 章、 機能コード S2 を

参照し て く ださい）。 ホール ド時間の長さ も変更でき ます。
• セ ッ ト ア ッ プモード中に約 15 分間何も キーを押さ ない と、 画面が自動的に測定モード に戻 り

ます。 こ の と き、 有効と なっている ホール ド機能 （セ ッ ト ア ッ プ時のホール ド） は リ セ ッ ト
されます。

アクセスコー ド
ア ク セス コード は、 あ らかじめ設定されていて変更はでき ません。 それぞれのア ク セス コード
は以下の通 り です （図 5.3 も ご参照 く ださい）。

• CAL+ コード 22 ： 校正モードへのア ク セス

• E キーとプラスキー ： キーボード のロ ッ ク 

• CAL キーとマイナスキー : キーボード のロ ッ ク解除 

• E キー + 数字（任意）： 読み取 り モードへのア ク セス

22
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メ ニュー構造

設定と校正の機能は、 メ ニュー構造で機能グループ別に分類されています。
機能グループは + キー及び－キーを使って、 セ ッ ト ア ッ プモード で選択し ます。 機能グループ
内部の 1 つの機能から別の機能に移るには、 入力キーを押し ます。 +/- キーはオプシ ョ ンの選択
と編集に使用されます。 選択し た ら入力キーを押し て確定し て く ださい。 表示画面が次の機能
に移 り ます。
+/- キーを同時に押す と、 プロ グ ラ ミ ングが終了し ます （ メ イ ン メ ニューに戻 り ます）。

! 注意！
• 設定の変更を行って も、 入力キーで確定し なければ前の設定値がそのま ま維持されます。

• リ キシス M の メ ニュー構造の概観については、 本取扱説明書最終ページを参照し て く ださ い。

図 5.4 ： リキシス M のメ ニュー構造

ホールド機能 ： 出力の " 固定 "

セ ッ ト ア ッ プモードや校正モード では、 電流出力を " 固定 " する こ と ができ ます。 つま り 、 直
前の電流値が常時出力されます。 デ ィ スプレ イには "HOLD" と い う メ ッ セージが表示されます
（ホール ド の設定については 6.7 章を参照し て く ださい）。

! 注意！
• ホール ド時には、 全ての接点が ノ ーマルポジシ ョ ンにな り ます。

• ホール ド時作動中の機能が、 他の機能よ り 優先されます。

• ホール ド時には、 コ ン ト ローラーの機器は、 "0" に リ セ ッ ト されます。

• ア ラーム遅延は "0" に リ セ ッ ト されます。

• ホール ド入力経由で外部から ホール ド機能を有効にする こ と もでき ます （図 4.1 の結線図、

外部入力 1）。
• 手動ホール ド （機能コード S3） を一旦セ ッ ト する と、 停電後の再起動後も ホール ド機能は

そのま ま有効です。

 

ENTER
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6 変換器の設定

電源投入 （電源接続） 後、 機器は自己テス ト を実行し てから測定モード を立ち上げます。
この時点で機器の設定と校正を行 う こ と ができ ます。

リ キシス M では以下の機能グループが使用でき ます （ES、 EP バージ ョ ンのみで使用でき る機能
グループには機能解説でその旨が記されています）。

セットアップモード
• セ ッ ト ア ッ プ 1 （A） 6.2.1 章を参照

• セ ッ ト ア ッ プ 2 （B） 6.2.2 章を参照

• 電流入力 （Z） 6.3 章を参照

• 流出力 （O） 6.4 章を参照

• ア ラーム （F） 6.5.1 章を参照

• チェ ッ ク （P） 6.5.2 章を参照

• リ レー （R） 6.6 章を参照

• サービ ス （S） 6.7 章を参照

• E+H サービ ス （E） 6.8 章を参照

• イ ン ターフ ェース （I） 6.9 章を参照

校正モード
• 校正 （C） 6.10 章を参照

図 6.1 ： LCD の表示

機能選択を簡単に行え る よ う 、 各機能グループおよび機能にはコード がついています。
コード の構成 f については図 6.2 を参照し て く ださ い。
コード の最初のアルフ ァベッ ト は、 機能グループの分類を表し ています。

図 6.2 ： 機能コー ド
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工場設定
計器の電源を初めて入れた と きは、 工場設定値が有効と なっています。 下表は主要な設定値の
概要を示すものです。
これ以外のすべての工場設定値については、 6 章の個別機能の解説を参照し て く ださい （工場設
定値は太字で表示）。

6.1 ス ター ト ア ッ プ

電源投入 （電源接続） 後、 指定された機能グループで以下の設定を実行し て く ださい。
• 機能グループ「サービス」（S）

S1 ： 使用言語を選択し た後、 機能グループを終了し て く ださい。
• 機能グループ「セットアップ 1」（A）

こ のグループ内の全ての設定を行って く ださい。 6.2.1 章を参照し て く ださい。
• 機能グループ「セットアップ 2」（B）

こ のグループ内の全ての設定を行って く ださい。 6.2.1 章を参照し て く ださい。

この他の設定オプシ ョ ンについては、 以下の章で メ ニューご と に説明し ます。

6.2 システム設定

システム設定は機能グループ 「セ ッ ト ア ッ プ 1」 および 「セ ッ ト ア ッ プ 2」 で行ないます。
主要な基本設定、 た と えばセンサの種類 （Cl2 / ClO2） や測定タ イプ （pH または ORP、 EP バー
ジ ョ ンのみ） の選択はこ こ で行ないます。
測定エラーや測定の失敗を未然に防ぐため、 この 2 つの機能グループのパラ メ ータは全て設定
し なければな り ません。

測定のタイプ • 遊離塩素測定 （単位 ： mg/l）

• 温度測定 （単位 ： ℃）

• pH 値 （EP バージ ョ ンのみ）

センサ 遊離塩素センサ CCS 140

アラーム接点 ステータ ス接点

アラーム遅延 分単位で設定

アラームのエラー電流 22 mA

チェック機能 * オフ ： 必要に応じ て個別にオンに切 り 替え る こ と がで
き ます

塩素 / 二酸化塩素警報値 1 および 2 0.5 mg/l

pH 警報値 1 および 2 * pH 7.2

ORP 警報値 1 および 2 * 750 mV

温度警報値 1 および 2 50 ℃

電流出力 1 および 2 4 ... 20 mA

電流出力 1：4 mA の測定値 0.00 mg/l

電流出力 1：20 mA の測定値 2.0 mg/l

電流出力 2：4 mA の測定値 * 0 ℃

電流出力 2：20 mA の測定値 * 50 ℃

* 該当する バージョ ンによ る
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6.2.1 セ ッ ト ア ッ プ 1

セ ッ ト ア ッ プ メ ニューへア ク セスするのは、 コード 22 を入力し て く ださい。

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明

A
機能グループ
セットアップ 1

機能グループ " セ ッ ト ア ッ プ 1" の

初期表示

A1
接続するセンサの

種類

120 = CCS 120

140 = CCS 140
141 = CCS 141

240 = CCS 240

241 = CCS 241

963

センサタイプ設定は機能 S9 で機器の
リセットを行なっても変更されません。

A2 表示選択

mg/l
ppm

ppb

A3

流通フ ォルダ

CCA 250 によ るサン

プルフ ロー流量監視

の選択 （コ ン ト ロー

ラ ス イ ッ チオフ使用）

Off
INS

近接ス イ ッ チ INS が接続されている場合の

み選択可能。

A4

流量低下時の連動制

御 （コ ン ト ローラ ス

イ ッ チオフ） 遅延時

間

0 s
0 ... 2000 s

短時間の流量低下は遅延時間の設定によ っ

てコ ン ト ローラ ス イ ッ チオフを防ぐ こ と が

でき ます。

A5

流量回復時の連動制

御 （コ ン ト ローラ ス

イ ッ チオン） 遅延時

間

0 s
0 ... 2000 s

長時間の流量障害復帰後は通常の測定値に

安定する まで時間を要するので十分な遅延

時間を設定する事を推奨し ます。

A6 外部入力 1 の選択
Hold = 外部ホールド
Clean = 洗浄 ト リ ガ

A7 測定値移動平均
1
1 ... 60

このフ ィ ール ド で設定し た回数の測定値を

平均化し ます。

測定値に大き なふらつきがあ る場合に表示

を安定させる こ と ができ ます。

移動平均処理を し ない場合には "1" を入力

し て く ださい。
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サンプルフローでの流量監視
INS 近接ス イ ッチを設置し ている場合、 流量が 30 l/h 未満に低下し た り 、 CCA 250 ホルダでのサ
ンプルフ ローの流量に異常が生じ る と ア ラームが動作し ます。 ア ラームはス イ ッチオフ遅延時間
（フ ィ ール ド A3） 終了後に有効にな り ます。
ア ラーム信号は所要の流量が回復する と取 り 消されます。
ア ラーム時間が続 く 間、 機器は自動的に薬品計量と ケモク リ ーン洗浄機能を停止し ます。
PID コ ン ト ローラ または洗浄機能に割 り 当て られているすべての リ レーは通常位置に戻 り ます。
また、 3 ステ ッ プコ ン ト ローラでは、 NO 接点が閉じ ます。 ス イ ッチオン遅延時間が経過する と
（フ ィ ール ド A4）、 計量と洗浄を再開し ます。
コ ン ト ローラ ス イ ッチオフ中は、 デ ィ スプレ イ上の測定値表示が点滅し ます。

図 6.3 ： サンプルフ ローでのアラーム信号と計量スイ ッ チオフ

PID

NO

30 l/h

A4 A5

A5A4
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6.2.2 セ ッ ト ア ッ プ 2

文字体がイ タ リ ッ ク の機能はオプシ ョ ンです。

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明

B
機能グループ
セットアップ 2

機能グループ 「セ ッ ト ア ッ プ 2」 の

初期表示

B1 測定タ イプ選択
Off
pH
ORPmV

このフ ィ ール ド は EP バージ ョ ンでのみ

表示

ORPmV = 酸化度 （mV）

（Oxidation-Reduction Potential）

操作モード を変更し た場合、 全てのユー

ザー設定は自動的に基本設定に リ セ ッ ト さ

れます。

測定タイプの設定はフィールド S9 で機器
のリセットを行なっても変更されません。

B2 pH 補償選択
Off
Manu
Auto

このフ ィ ール ド は ES および EP バージ ョ

ンでのみ表示

B3
手動 pH 補償の値を
入力 

前回の補償値
pH 4.00 ... 9.00

このフ ィ ール ド はフ ィ ール ド B2 で 「手動」

（Manu） を選択し た場合のみ表示

B4
正しいプロセス温度

を入力

現在の設定値
0 ... 50 ℃

表示されている値を編集でき ます。

最大 ±5 ℃の調整が可能です。

精度が高いため、 通常は調整不要です。

B5
温度差 （オフセ ッ ト ）

の表示

現在のオフセット
-5.0 ... 5.0 ℃

オフセ ッ ト は測定温度と 入力温度の差

です。
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殺菌作用のある塩素形態

遊離塩素
遊離塩素は水中での塩素の形態を指し、 塩素 （Cl2）、 次亜塩素酸 （HOCl）、 および次亜塩素酸イ
オン （OCl-） またはこれらの化合物で構成されます。
この形態の塩素は短時間でバク テ リ アを殺し、 ウ ィ ルス を不活性化し、 有機物質を酸化させる
力があ り ます。

結合塩素
水中での塩素の形態を指し、 塩素およびアンモニア （NH3） またはアンモニウ ム （NH4

+） から成
る化合物で構成されます。

全残留塩素
遊離塩素と結合塩素の和は全残留塩素と呼ばれます。

CCS140/141 を使用し た遊離塩素の測定について
塩素分子 （Cl2） の pH 値は 4 未満です。 次亜塩素酸 （HOCl）、 および次亜塩素酸イオン
（OCI-） は遊離塩素の成分と し て pH4 ～ 11 の範囲に と ど ま り ます。 pH 値が次亜塩素酸イオン
（OCI-） および水素イオン （H+） を形成する まで高ま る と、 次亜塩素酸は解離し、 遊離塩素内の
個々の成分の量は pH 値 と と もに変化し ます （図 6.4 を参照）。 た と えば、 次亜塩素酸の量が
pH6 で 97% の場合、 pH9 ではそれが約 3% に低下し ます。

図 6.4 ： pH 補償の概要図

➀ pH 補償がある場合の測定値

➁ pH 補償がない場合の測定値

CCS 140 または CCS 141 塩素センサは電流測定において次亜塩素酸の量のみを選択し て測定し
ます。 次亜塩素酸は水溶液中できわめて高い消毒作用があ り ます。 これに対し て、 次亜塩素酸
塩の消毒効果はきわめて低いため、 高い pH 値で塩素を消毒剤 と し て使用する こ と は実用的では
あ り ません。 次亜塩素酸塩イオンはセンサの隔膜内に入ら ないため、 センサはこの量を感知す
る こ と ができ ません。

CCS120 を使用し た全残留塩素の測定について
アンモニアの存在する媒体 （理想的には水） に、 遊離塩素が加え られる と、 ク ロ ラ ミ ン化合物
（ClnNHm） を形成し ます。 これらは結合塩素と よばれ、 化合次元によ り 殺菌力に違いがあ り ま
す。 遊離塩素の殺菌力と比較する と、 ク ロ ラ ミ ンの殺菌力は長期間安定し た殺菌力を保つこ と
ができ ますが、 殺菌力は遊離塩素ほど効果的ではあ り ません。
全残留塩素センサ CCS120 は、 全残留塩素すなわち、 遊離残留塩素および結合残留塩素を計測
し ます。

H
O

C
l O
C

l-

pH

pH
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塩素センサ信号の pH 補償
（ES および EP バージ ョ ンのみ、 CCS 140/141 センサ）

塩素測定システムの校正と検査を行 う ためには、 DPD 法によ り 比色基準測定を実施する必要が
あ り ます。 遊離塩素はジエチル -p- フ ェニルエンジア ミ ン と と反応し て赤い染料と な り ます。
赤みの強さは塩素含有量に比例し て高ま り ます。 DPD 法では、 測定水は絶えず約 pH6.3 に緩衝
されます。 し たがって、 測定水の pH 値は測定には含まれません。 DPD 法での緩衝機能のため、
遊離塩素のすべての成分が検出されます。

フ ィ ール ド B2 または B3 で pH 補償を選択する と、 pH4 ～ 9 の範囲にあ る pH 値を取 り 込むこ と
によ って、 DPD 測定値に相当する次亜塩素酸と次亜塩素酸塩の和と し て表示されます （図 6.4
参照）。

! 注意！
遊離塩素を pH 補償 機能をオンにし た状態で測定する と きは、 必ず pH 補償操作モード で校正を
実行し て く ださい。

pH 補償を使用する と、 表示され、 計器出力に適用される塩素測定値は、 たとえ pH 値が変動す
る場合でも DPD 測定値 と一致し ます。 pH 補償を使用し ない場合、 pH 値が校正と比較し て変化
し ない と きのみ、 塩素測定値は DPD 測定値 と一致し ます。 pH 補償を行わない場合は、 pH 値が
変化に伴い塩素測定システムを再校正し なければな り ません。

pH 補償は、 接続された pH 電極を使用し て自動的に行 う こ と も （EP バージ ョ ン）、 フ ィ ール ド
B3 で現在の pH 値を入力する こ と によ り 手動で行 う こ と も （ES バージ ョ ン） 可能です。

二酸化塩素の測定は pH に依存し ません。 し たがって、 pH 補償は必要あ り ません。
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6.3 電流入力

外部流量計の電流出力が リ キシス M CCM 223/253 の 4...20 mA 入力に接続されている場合、 こ
の機能グループは 2 つの独立し た適用ソ リ ューシ ョ ンを提供し ます。 その場合、 以下の割当が
適用されます。

6.3.1 主配管での流量の監視

この設定は CCA 250 ホルダを流れるサンプルフ ローが主配管の流れから独立し ている場合にき
わめて実用的です。 これによ り 据付けの設定によ って測定水の流れが保持されている場合でも、
主配管における ア ラーム状態の信号が可能と な り （流量が少なすぎ る、 または完全に停止し て
いる）、 計量のス イ ッチオフを ト リ ガし ます。
この機能方法はサンプルフ ローでの流量監視と同じです （セ ッ ト ア ッ プ 1 を参照）。

図 6.5 ： 主配管によるアラーム信号と計量スイ ッ チオフ

主配管での流量 電流信号［mA］ 電流入力信号［%］

下限
設定下限値

流量計
4 0

上限
設定上限値

流量計
20 100

PID
Z2

Z2

Z4

Z3

Z3NO
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6.3.2 PID コ ン ト ローラのフ ィ ー ド フ ォワー ド制御

応答時間が非常に短いプロセスでは、 流量にふらつきがあ る場合は制御プロセス を最適化する
ために、 流量を コ ン ト ローラに充てる こ と が有効な こ と があ り ます （図 6.6 を参照）。

図 6.6 ： メ イ ンス ト リームでの PID コ ン ト ローラへの流量のフ ィ ー ド フ ォワー ド制御の構成例

フ ィ ード フ ォ ワード制御は図 6.7 で示すよ う な乗数機能です （こ こ では工場設定値を例に と って
います）。

図 6.7 ： 乗数フ ィ ー ド フ ォワー ド制御 l

%
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文字体がイ タ リ ッ ク の機能はオプシ ョ ンです。

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明

Z
機能グループ
電流入力

機能グループ 「電流入力」 の初期表示。

Z1
主配管の流量監視選
択 （コ ン ト ローラ ス
イ ッ チオフ使用）

Off
On

流量計が主配管に接続されている場合のみ

ス イ ッチオン。

When Z1 = Off の場合、 フ ィ ール ド Z2 から

Z5 はスキ ッ プされます。

Z2
電流入力によ る コ ン
ト ローラ ス イ ッ チオ
フ遅延の時間

0 s
0 ... 2000 s

短時間の流量低下は遅延時間の設定によ っ

て、 コ ン ト ローラ ス イ ッ チオフ を防ぐ こ と

ができ ます。

Z3
電流入力によ る コ ン
ト ローラ ス イ ッ チオ
ン遅延の時間

0 s
0 ... 2000 s

長時間の流量障害復帰後は通常の測定値に

安定する まで時間を要するので十分な遅延

時間を設定する事を推奨し ます。

Z4
電流入力ス イ ッ チ
オフ閾値入力

50%
0 ... 100%

0 ... 100% は電流入力の 4 ... 20 mA に相当

し ます。 流量計の電流出力への測定値の割

り 当てに注意し て く ださい。

Z5
電流入力停止方向の
選択

Low
High

Z4 に low または high を超えた値が入力さ

れた場合、 コ ン ト ローラはス イ ッ チオフ し

ます。

Z6
PID コ ン ト ローラへ
のフ ィ ード フ ォ ワー
ド制御

Off
lin = linear
Basic

Z6 = Off の場合、 Z7 はスキ ッ プされます。

Basic = フ ィ ード フ ォ ワード制御は、 基本

負荷にのみ影響を与えます。

Z7

フ ィ ード フ ォ ワード
制御入力値
（モジ ュ レーシ ョ ン
ゲイ ン = 1）

50%
0 ... 100%

この値を設定する と、 フ ィ ード フ ォ ワード

制御 オンでのコ ン ト ローラ処理値が

フ ィ ード フ ォ ワード制御オフの場合と 同一

にな り ます。
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6.4 電流出力

機能グループ 「電流出力」 は個別の出力の設定に使用されます。 リ ニア出力特性 （O3 （1））、 ま
たは ES および EP バージ ョ ンの場合はユーザ定義電流出力特性 （O3 （3）） のいずれかを選択で
き ます。 さ らに電流出力値をシ ミ ュ レー ト し て （O3 （2））、 電流出力をチェ ッ クする こ と ができ
ます。 現場において、 R 247 / R 257 は、 電流出力 2 　 によ って設定でき ます。

ユーザ定義電流出力テーブルの例

図 6.8 ： ユーザ定義電流出力特性

2 つの入力ポイ ン ト 間の mA あたりの信号偏差は以下の値を上回っていなければな り ません。
• CCS 120 0.005 mg/l

• CCS 140 / 141 0.01 mg/l

• CCS 240 / 241 0.03 mg/l

• pH ： pH 0.03

• ORP ： 5 mV

• 温度 ： 0.25 ℃

テーブル入力を行 う 際にはまず、 以下の表に必要な電流出力設定を鉛筆で記入する こ と をお奨
めし ます。 mA あたりの信号偏差を計算し、 所要の最小偏差を確保し て く ださい。 その結果を も
と に、 機器に入力し て く ださい。

電流出力 1 電流出力 2

入力
ポイント

.........
[ ]

電流
[mA]

mA あたり
の偏差

.........
[ ]

電流
[mA]

mA あたり
の偏差

1 - -

2

3

4

5

6

7

8

9

10

mg/l

mA
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文字体がイ タ リ ッ ク の機能はオプシ ョ ンです。

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明

O
機能グループ
電流出力

機能グループ 「電流出力」 での初期表示。

O1 電流出力の選択
Out1
Out2

Out2 は 2 電流出力仕様の機器のみ選択

可能。

それぞれの出力ご と に異な る特性を選択す

る こ と ができ ます。

O2
電流出力 2 の設定値
選択

℃
mg/l

ppm

ppb

pH

ORPmV

Contr

pH、 ORPmV は EP バージ ョ ンでのみ選択

可能で、 B1 での選択に依存し ます。

O2 = Contr が、 選択されている場合のみ 

R247/R 257 で電流選択 （= 電流出力 2）

可。 

O3（1） リニア特性の選択
lin = リニア （1）

Sim = シ ミ ュ レーシ ョ ン （2）

table = テーブル （3）

特性の勾配はプラ ス方向、 マイナス方向い

ずれにもでき ます。

O2 = Contr の設定を行っている と 設定に応

じ た量、 電流値は増加し ます。

O311 電流レ ンジの選択
4-20 mA
0-20 mA

O312 0/4 mA の値を入力

0 ppb
0 ... 20000 ppb

0.00 ppm
0 ... 20 ppm

0.00 mg/l
0 ... 20 （5） mg/l

pH 4.00
pH 4 ... 9

0 mV
0 ... 1500 mV

0 ℃
0 ... 50 ℃

変換器の電流出力初期値 （0/4 mA） に相当

する測定値を入力し ます。

0/4 mA と  20 mA の値と の間の最少偏差に

ついてはフ ィ ール ド O313 を参照。

このフ ィ ール ド は、 O2= Contr の場合、 使

用でき ません。

O313 20 mA の値を入力

2000 ppb
0 ... 20000 ppb

2.00 ppm
0 ... 20 ppm
2.00（0.50）mg/l
0 ... 20 （5） mg/l

pH 9.00
pH 4 ... 9

1000 mV
0 ... 1500 mV

50 ℃
0 ... 50 ℃

変換器の電流出力最終値 （20 mA） に相当

する測定値を入力し ます。

0/4 mA と  20 mA の値と の間の最少偏差は

以下の通 り でなければな り ません。

• Cl2/ClO2 ： 0.2 （0.05） mg/l

• pH ： pH 0.5

• ORP ： 100 mV

- 温度 ： 5 ℃

このフ ィ ール ド は、 O2= Contr の場合、

使用でき ません。
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O3（2）
電流出力シミュレー
ション

lin = リ ニア （1）

Sim = シミュレーション （2）

table = テーブル （3）

シ ミ ュ レーシ ョ ンは O3 （1） または O3

（3） を選択する と 終了し ます。

O321
シ ミ ュ レーシ ョ ン値

の入力

現在の値
0.00 ... 22.00 mA

こ こ で入力する電流値が直接出力されま

す。

O3（3）
電流出力テーブルの
入力

lin = リ ニア （1）

Sim = シ ミ ュ レーシ ョ ン （2）

table = テーブル （3）

ES および EP バージ ョ ンのみ。

値はあ と で追加または変更する こ と ができ

ます。 入力する値は自動的に電流値の昇順

にソー ト されます。

O331
テーブルオプシ ョ ン

の選択

read= 読みとり
Edit= 編集

O332
入力レポー ト 総数の

選択

1
1 ... 10

x 値 （測定値） と  y 値 （対応する電流出力

値） の組合せで構成されるポ イ ン ト の総数

を入力し ます。

O333
入力するポ イ ン ト

No. の選択

1
1 ... ポ イ ン ト 総数

asign

機能コード O333 から O335 は、 O232 で設

定し たポ イ ン ト 数、 繰 り 返し ます。 設定が

終了する と 、 "asaign" が表示され O236 に

ジ ャ ンプし ます .

O334 x 値の入力

0 ppb
0 ... 20000 ppb

0.00 ppm
0 ... 20 ppm
0.00 mg/l
0 ... 20 （5） mg/l

pH 4.00
pH 4 ... 9

0 mV
0 ... 1500 mV

0 ℃
0 ... 50 ℃

x 値 = ユーザー任意の測定値

O335 y 値の入力
4.00 mA
0.00 ... 20.00 mA

y 値 = O334 で設定し た x 値に対応する

ユーザー任意の電流値

O336
テーブルステータ ス

は OK?

yes
no

yes の場合は O3 に戻 り ます。

no の場合は、 テーブルを正し く 設定し な

す （これまでの設定は全て保存されていま

す） か、 設定モード に戻って く だ さい （こ

の場合、 テーブルは無効です）。

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明
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6.5 モニ タ リ ング機能

モニタ リ ング機能は、 各種ア ラームの定義と出力接点の設定に使用されます。 各エラー毎に、
接点出力と エラー電流の有効 / 無効を定義する こ と ができ ます。 さ らに、 洗浄機能を起動する
ためのア ラーム条件を定義する こ と も でき ます （F8）。

6.5.1 アラーム

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明

F
機能グループ
アラーム

ア ラーム機能の設定を行ないます。

F1 接点タ イプの選択
Latch = ステータス接点
Momen = ワ ンシ ョ ッ ト 接点

F2 時間単位の選択
min
s

F3 ア ラーム遅延の入力
0 min（s）
0 ... 2000 min （s）

F2 で選択し た単位で、 ア ラーム遅延を

分単位または秒単位で設定でき ます。

F4 エラー電流の選択
22 mA
2.4 mA

F5 ですべてのエラー電流出力をオフに設

定する場合でも、 こ のフ ィ ール ド の設定は

必須です。

" 警告！

O311 で、 "0-20 mA" が、 選択されている場

合、 "2.4 mA" は使用でき ません。

F5 エラーの選択
1
1 ... 255

ア ラーム出力を設定するエラーコード を選

択し て く ださい。 エラーコード については

9.3 章の リ ス ト を参照し て く ださい。 こ こ

で編集を行なわない限 り 、 工場設定値が有

効と な り ます。

F6

選択し たエラーにア

ラーム接点出力を設

定

yes
no

"no" を選択し た場合、 ア ラームに関するそ

の他の設定 （ア ラーム遅延等） も全て無効

と な り ます。 設定自体は保持されます。

この設定は F5 で選択し たエラーコード

のみに適用されます。

E080 以降のエラーコード の工場設定は 

"no" です。

F7

選択し たエラーにア

ラーム電流出力を設

定

no
yes

F4 で選択し たエラー電流出力を行な う か

ど う かを こ こ で設定し ます。

この設定は、 F5 で選択し たエラーのみに

適用されます。

F1

Cont.Type

Latch
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6.5.2 チ ェ ッ ク

機能グループ " チェ ッ ク " は、 オプシ ョ ンです。

この機能グループはモニタ機能の選択と設定に使用されます。

! 注意！
工場出荷時は、 すべてのモニタ機能がオフに設定されています。

センサチェ ッ ク システムは、 ア ラームが出力された と きに、 コ ン ト ローラ ス イ ッチオフを実行
する、 し ないに拘らず、 適当な機能を追加、 設定する こ と によ って、 現状のアプ リ ケーシ ョ ン
に適応する こ と ができ ます。

アラーム閾値モニタ
薬品供給制御なしで塩素または二酸化塩素の測定を行な う 場合、 センサエラーが発生する と読
み値が不正確にな り ますが、 プロセス媒体には何ら影響があ り ません （例 ： 上水道での監視測
定）。 通常、 センサエラーは通常よ り も高すぎ るか、 も し く は低すぎ る読み値を も た ら し ます。
ユーザが任意に定義でき る ア ラーム閾値がこれを検知し、 通知し ます。 

コントローラモニタ
薬品供給制御ありで塩素または二酸化塩素の測定を行な う 場合、 センサエラーが不正な測定を
も た らすこ と はあ り ませんが、 プロセス液の状態には直接的な影響を与えます。 
特に、 水の消毒制御などでは、 測定値が高いま までは薬品計量ス イ ッチが入ら ないよ う なプロ
セスがあ るため、 プロセスの安定性が損なわれ、 さ らには人体の健康上深刻な被害を与え る こ
と があ り ます。 また一方で、 薬品の計量が停止される こ と によ って測定値が低いま まの状態が
続 く と、 運転コ ス ト が増大し腐蝕の リ ス ク が生じ ます。
このよ う な状態を、 最大 ON 周期時間、 最大 OFF 周期時間を定義する こ と によ り 、 監視および
通知する こ と ができ ます。

センサアクティビティモニタ
センサに対するプロセス液の影響も不正確な測定を招 く こ と があ り ます。 た と えば、 センサの
隔膜に強力な汚れが付着する と、 測定信号の変化が微弱または一定になる こ と があ り ます。 信
号を常時監視する こ と によ ってそれが検出され、 通知されます。

F8
洗浄機能自動ス ター

ト

no
yes

この機能が使用でき ないエラーも あ り ます

（ 9.3 章を参照）。

F9

次のエラーコード を

選択、 または メ

ニューに戻る

next = 次のエラー
<---R

Next を選択する と、 画面は F5 に戻 り ま

す。 

<- - -R を選択する と 、 画面が F に戻 り ま

す。

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明
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監視機能の概要

文字体がイ タ リ ッ ク の機能はオプシ ョ ンです。

機能 可能な設定 アラーム アプリケーション

アラーム閾値モニタ

ユーザ定義下限

ア ラーム閾値 （AT）

ユーザ定義上限

ア ラーム閾値 （AT）

オフ -

薬品供給制御 

あり、 なし

下限 AT のみ 下限 AT 以下

上限 AT のみ 上限 AT 以上

下限および上限 AT 下限 AT 以下、 または上限 AT 以上

プロセス監視
（CC：コントローラ 
チェック）

下限または上限の設

定値を超え る時間の

監視

オフ -
薬品供給制御 

あり
オン

連続し て上限を超え るか、 下限設定値に

達する場合の最長時間設定

プロセスモニタ
（AC：センサアクティビ
ティモニタ）

信号変化の監視

オフ -

薬品供給制御 

あり、 なし
オン

1 時間以内の値の変化が以下の値を下回っ

た場合

• ± 0.01 mg/l （CCS 140/240、 センサ 963）

• ± 0.005 mg/l （CCS 141 / 241）

• pH ± 0.01

• ± 1 mV

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明

P
機能グループ
チェック

センサ と プロセスの監視に関する設定

P1（1）
Cl2
ClO2

A1 で "140"、 "141"、 "963" 選択時 = Cl2

A1 で "240"、 "241" 選択時 = ClO

P111
ア ラーム閾値
モニ タの選択

Off
Low
High
Lo+H
Low!
High!
Lo+Hi!

ア ラーム通知のオプシ ョ ン と し て同時に 

コ ン ト ローラ ス イ ッ チオフ も併用可。

xxxxx = コ ン ト ローラ ス イ ッ チオフな し 

xxxx! = コ ン ト ローラ ス イ ッ チオフあ り

P112 ア ラーム遅延入力
0 min（s）
0 ... 2000 min （s）

F2 での選択に応じ て、 ア ラーム遅延を分

単位または秒単位で入力する こ と ができ ま

す。 こ の遅延時間経過後、 フ ィ ール ド 

P113 / P114 にし たがって上限または下限

違反でア ラームが発生し ます。

P113
下限ア ラーム閾値
入力

0 ppb
0 ... 20000 ppb
0.00 ppm
0 ... 20 ppm
0.00 mg/l
0 ... 20 （5） mg/l

P111 = オフの場合は省略
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P114
上限ア ラーム閾値
入力

20000 ppb
0 ... 20000 ppb
20.00 ppm
0 ... 20 ppm
20.00（5.00）mg/l
0 ... 20 （5） mg/l

P111 = オフの場合は省略

P115
プロセスモニタの
選択

Off
AC
CC
AC CC
AC!
CC!
ACCC!

AC = センサア ク テ ィ ビテ ィ モニ タ 

CC = コ ン ト ローラモニタ

ア ラーム通知のオプシ ョ ン と し て同時に 

コ ン ト ローラ ス イ ッ チオフ も併用可。

xxxxx = コ ン ト ローラ ス イ ッ チオフな し 

xxxx! = コ ン ト ローラ ス イ ッ チオフあ り

P116
最長 OFF 周期時間の
入力

60 min
0... 2000 min

P115 = CC の場合のみ

P117
最長 ON 周期時間の
入力

120 min
0 ... 2000 min

P115 = の場合のみ

P118 警報値入力

500 ppb
0 ... 20000 ppb
0.5 ppm
0 ... 20 ppm
0.5（0.1）mg/l
0 ... 20 （5） mg/l

P1（2）
pH
ORPmV

EP バージ ョ ンのみ

B1 で選択し た測定タ イプに応じ て、 pH 

または ORPmV が表示されます。

P121
ア ラーム閾値
モニ タ選択

Off
Low
High
Lo+Hi 
Low!
High!
Lo+Hi!

ア ラーム通知のオプシ ョ ン と し て同時に 

コ ン ト ローラ ス イ ッ チオフ も併用可。

xxxxx = コ ン ト ローラ ス イ ッ チオフな し 

xxxx! = コ ン ト ローラ ス イ ッ チオフあ り

P122 ア ラーム遅延入力
0 min（s）
0 ... 2000 min （s）

F2 での選択に応じ て、 ア ラーム遅延を分

単位または秒単位で入力する こ と ができ ま

す。 こ の遅延時間経過後、 フ ィ ール ド 

フ ィ ール ド P123 / P124 にし たがって上限

または下限違反でア ラームが発生し ます。

P123
下限ア ラーム閾値
入力

pH 4.00
pH 4 ... 8.9
0 mV
0 ... 1490 mV

P121 = オフの場合は省略

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明
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6.6 リ レー接点の設定

機能グループ ” リ レー接点” は、 オプシ ョ ンです。

以下で説明する リ レー接点を自由に選択、 設定する こ と ができ ます （仕様に応じ て、 最高 4 接
点まで）
• 塩素 / 二酸化塩素警報出力 ： R2 （1）

• pH/ORP 警報出力 ： R2 （2）

• 温度警報出力 ： R2 （3）

• 塩素 / 二酸化塩素用 P （ID） 制御出力 ： R2 （4）

• pH 用 P （ID） 制御出力 ： R2 （5）

• 洗浄タ イマー ： R2 （6）

• ケモ ク リ ーン ： R2 （7）

• 塩素 / 二酸化塩素用 ３ ステ ッ プコ ン ト ローラ ： R2 （8）

各 リ レーには機能を １ つだけ割 り 当てる こ と ができ ます。 リ レー機能がすでにオンになってい
る時 （R211 から R281） に ENTER キーで別の機能を確定し て選択し よ う とする と （R2 （1） か
ら R2 （8））、 先の選択は自動的にオフ と な り ます。

! 注意！
REL キーを押すこ と によ り 全ての リ レー 機能を表示する こ と ができ ます。

P124
上限ア ラーム閾値
入力

pH 9.00
pH 4.1 ... 9
1500 mV
10 ... 1500 mV

P121 = オフの場合は省略

P125
プロセスモニ タの
選択

Off
AC
CC
AC+CC
AC!
CC!
AC+CC!

AC = センサア ク テ ィ ビテ ィ モニ タ 

CC = コ ン ト ローラモニタ

ア ラーム通知のオプシ ョ ン と し て同時に 

コ ン ト ローラ ス イ ッ チオフ も併用可。

xxxxx = コ ン ト ローラ ス イ ッ チオフな し 

xxxx! = コ ン ト ローラ ス イ ッ チオフあ り

フ ィ ール ド P1 （2） で pH を選択し た場合

のみ CC、 AC CC、 AC、 CC! および 

ACCC! を選択し て く ださい。

P126
最長 OFF 周期時間の
入力

60 min
0... 2000 min

P125 = CC ､ AC CC の場合のみ

P127
最長 ON 周期時間の
入力

120 min
0 ... 2000 min

P125 = CC ､ AC CC の場合のみ

P128 警報値入力
pH 7.20
pH 4 ... 9

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明
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6.6.1 警報値の設定

リ キシス M の リ レー接点にはさ まざまな機能を割 り 当てる こ と ができ ます。
警報 ON ポイ ン ト 、 警報 OFF ポイ ン ト や ON/OFF 遅延時間の設定を行な う こ と ができ ます。
さ らにア ラーム出力や洗浄機能ス ター ト 用に、 ア ラーム閾値を設定する こ と が可能です。
これらの機能は塩素または二酸化塩素、 温度、 pH または ORP の測定に使用でき ます。
図 6.9 は、 警報動作時の リ レー接点やア ラーム接点の状態をあ らわし た ものです。
例 （上限動作の場合） ：
測定値が警報 ON ポイ ン ト を超え （t1）、 ON 遅延時間 （t2 - t1） が経過する と、 リ レーがク ロー

ズ し ます （t2）。 さ らにア ラーム閾値を超え （t3）、 ア ラーム遅延時間 （t4 - t3） が経過する と、

今度はア ラームが出力されます （t4）。

測定値が下が り 始め、 ア ラーム閾値を下回る と （t5）、 ア ラーム出力が解除されます。
さ らに警報 OFF ポイ ン ト を超え （t6）、 OFF 遅延時間 （t7 - t6） が経過する と、 リ レー接点が
オープン し ます （t7）。
ON 遅延時間、 OFF 遅延時間 と もに 0 秒に設定する と、 警報 ON/OFF ポイ ン ト がそのま ま リ
レー接点の切替ポイ ン ト と な り ます。
下限動作の場合も、 上限動作と同様の設定を行ないます。

図 6.9 ： 警報 ON ポイ ン ト と OFF ポイ ン ト 、 および ON 遅延時間と OFF 遅延時間の関係

! 注意！
フ ィ ール ド R 217、 R 237 で、 選択された、 警報値の設定ステータ ス （MIN / MAX） が、 表示され
ます。

 on  >  off 

 

 on 

 ON 

 ON 

 ON 

 ON 

 OFF 

 OFF 

 OFF 

 OFF 

 off 

 off 
 on 

 on  >  off 
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6.6.2 P （ID） 制御接点

リ キシス M は様々な制御機能の設定をサポー ト し ています。 PID 制御接点を も と にし て、
P、 PI、 PD、 および PID 制御を実現する こ と ができ ます。
対象と な る アプ リ ケーシ ョ ンに最も合 う 制御接点を使用する こ と で、 最高の制御応答が得られ
ます。

実際の信号を出力
フ ィ ール ド R247、 R 257 を選択する こ と によ り 、 リ レーまたは、 電流出力 2 によ り 実際の信号
を出力する こ と ができ ます。

P 制御
システムの偏差が小さい簡単な リ ニア制御用途に使用されます。 大き な変化を制御する と きは、
オーバーシ ュー ト が発生する こ と があ り ます。 この時は制御オフセ ッ ト が必要 と な り ます。

PI 制御
オーバーシ ュー ト を回避する必要があ り 、 かつ常時オフセ ッ ト が許されないプロセスで使用さ
れます。

PD 制御
素早い応答が求められ、 ピーク を修正する必要があ るプロセスで使用されます。

PID 制御
P、 PI、 PD 制御では不十分なプロ セス に使用さ れま す。

P（ID）コントローラの調整
PID 制御の場合、 以下の 3 つのパラ メ ータ を調整する こ と ができ ます。
• コ ン ト ロールゲイ ン Kp （P の作用）

• 積分時間 Tn （I の作用）

• 微分時間 Tv （D の作用）

スタートアップ
制御パラ メ ータの設定に関する経験値がない と きは、 最大の制御ループ安定性を保証する値を
使用し ます （表を参照）。 制御ループを さ らに最適化するためには、

1. 制御変数が少しオーバーする程度までコ ン ト ールゲイ ン Kp を増加させて く ださい。
2. オーバーする こ と な く 可能な最短の補正時間を得る ために、 Kp を再び少しだけ増加させ、

Tn （積分動作時間） を短縮し て く ださい。
3. 応答時間を速 く するには Tv （微分動作時間） も設定して く ださい。
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記録計を用いての設定パラメータの制御と最適化

図 6.10 ： Tn と Kp の設定の最適化

動作信号出力（R247 ～ R2410、および R257 ～ R2510）
各制御接点は動作信号を周期的に出力し ます。 信号の強弱はそのま ま制御出力に比例し ます。
信号出力には次の 2 種類があ り ます。

パルス幅出力
パルス幅出力では、 設定値から離れるほど接点の動作時間が長 く 、 設定値に近づ く ほど接点の
動作時間が短 く な り ます。 動作の 1 サイ クルを単位時間 T と定義し ます。 T は 0.5 ～ 999.9 秒の
範囲で設定でき ます。 この制御出力形態は電磁弁等の制御に向いています。

パルス周波数出力
パルス周波数出力では、 設定値から離れるほど接点の動作周波数が短 く 、 設定値に近づ く ほど
接点の動作周波数が長 く な り ます。 接点の動作間隔 （周波数） の最大値を最大周波数 T1 と定義
し ます。 T1 は 60 ～ 180 回 / 分の範囲で設定でき ます。 接点動作時間 tON は常に一定です。 この
制御出力形態は、 1 パルスで一定動作する定量ポンプ等の制御に向いています。

図 6.11 ： パルス幅出力 （左） とパルス周波数出力 （右）

Tn Tn

Kp Kp



リキシス M CCM 223 / 253 6 変換器の設定

エン ド レスハウザー ジャパン 49

制御特性
フ ィ ール ド R246 と R256 では、 以下に示すよ う な正／逆 ２ つの制御特性を選択でき ます。

図 6.12 ： 正 ・ 逆制御を行う比例制御出力の制御特性

X = 設定値、 XW = 制御偏差、 y = 設定値

6.6.3 洗浄機能用タ イマー

この機能は簡単な洗浄を行な う 機能です。 洗浄と次の洗浄までの間隔を設定する こ と ができ ま
す。 この機能では一定の間隔のみを定義する事ができ ます。 ケモク リ ーンを使用する と、 更に
複雑な洗浄の設定を行な う こ と ができ ます （ケモク リ ーンは リ レー 4 接点仕様の機器のみ使用
でき ます。 詳細は 6.6.4 章を参照し て く ださい）。

図 6.13 ： 洗浄時間、 休止時間、 および洗浄後ホールド時間の関係

! 注意！
タ イマーと ケモク リ ーンは、 独自に作動はし ません。 2 つの う ち一つの機能がア ク テ ィ ブの場合
他方は、 開始し ません。

0 999 1 7200

0 ... 999
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6.6.4 ケモク リーン機能

ケモク リ ーン機能は通常の洗浄タ イマー機能に加え、 様々な洗浄／すすぎ間隔をサポー ト し ま
す。 し たがって、 サイ クルの異なる不規則な洗浄が可能で、 洗浄時間 とすすぎ時間を別個に定
義する こ と ができ ます。

! 注意！
• ケモ ク リ ーン機能は リ レー 3 および 4 でのみ使用でき ます。

• 洗浄プロセス を途中で中止し て も、 後すすぎ時間は必ず発生し ます。

• "Economy" に設定する と、 洗浄は設定し た回数分、 水だけで行われます。

図 6.1 ： 洗浄サイ クル

6.6.5 3 ステ ッ プ コ ン ト ローラ

このタ イプの制御は塩素モーターバルブを起動するために使用されます。 リ レー 3 が閉じ る と、
モーターバルブが閉じ ます。 リ レー 4 が閉じ る と、 モーターバルブが開き ます。

図 6.2 ： 3 ステ ッ プ コ ン ト ローラの P 転移特性

相対オン時間 = （tON/T） ⋅100%

➀ 不感帯

W = 設定値

X = 測定値
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文字体がイ タ リ ッ ク の機能はオプシ ョ ンです。

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明

R
機能グループ
リレー

リ レー接点を選択、 設定し ます。

R1 設定する接点の選択

Rel1
Rel2

Rel3

Rel4

R2（1）
Cl2 / ClO2

警報出力の設定

LCPV = 警報出力（塩素）
LCpH = 警報出力 （pH）

LC ℃ = 警報出力 （温度）

PIDPV = PID 制御 （塩素）

PIDpH = PID 制御 （pH）

Timer = タ イマー

Clean = ｹﾓｸﾘｰﾝ
3PSt = 3 ｽﾃｯﾌﾟｺﾝﾄﾛｰﾗ

PV = メ イ ン測定パラ メ ータのプロセス値

ENTER キーで確定する と、 それまでオン

に設定されていた リ レー機能はオフ と な り

ます。

R211

 R2 （1）

機能オン / オフ

切 り 替え

Off
On

機能をオフにし て も、 接点の設定内容はそ

のま ま保持されます。

R212
警報 ON ポ イ ン ト

入力

20000 ppb
0 ... 20000 ppb

20 ppm
0 ... 20 ppm
20（5）mg/l
0 ... 20 （5） mg/l

" 警告！

警報 ON ポ イ ン ト と 警報 OFF ポ イ ン ト は

同じ値に設定し てはいけません !

R213
警報 OFF ポ イ ン ト

入力

20000 ppb
0 ... 20000 ppb

20 ppm
0 ... 20 ppm

20（5）mg/l
0 ... 20 （5） mg/l

警報 OFF ポ イ ン ト を入力する と 、 上限動

作 （警報 ON ポ イ ン ト ≧警報 OFF ポ イ ン

ト ）、 または下限動作 （警報 ON ポ イ ン ト <

警報 OFF ポ イ ン ト ） が選択され、 ヒ ステ

リ シス機能を実行し ます （図 6.9 を参照）。

R214 ON 遅延の入力
0 s
0 ... 2000 s

R215 OFF 遅延の入力
0 s
0 ... 2000 s

R216
ア ラーム閾値 （絶対

値） の入力

20000 ppb
0 ... 20000 ppb

20 ppm
0 ... 20 ppm
20（5）mg/l
0 ... 20 （5） mg/l

ア ラーム閾値を超え る と、 変換器がエラー

メ ッ セージ と エラー電流によ る ア ラームを

出力し ます （ア ラーム 遅延に注意し て く

ださ い）。

" 警告！

下限警報設定時は、 ア ラーム閾値は、 警報

Off ポ イ ン ト よ り 小さい値を設定し ます !
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R217 警報接点の表示
MAX
MIN

R2（2）
pH / ORP（mV）
警報出力の設定

LC pH = 
pH 警報出力
LCORP =

ORP （mV） 警報出力

EP バージ ョ ンのみ

B1 で選択し た測定タ イプに応じ て、 pH 

または ORP を選択し て く ださい。

ENTER キーで確定する と 、 それまでオン

に設定されていた リ レー機能はオフ と な り

ます。

R221

R2 （2）

機能オン / オフ

切 り 替え

Off
On

機能をオフにし て も、 接点の設定内容はそ

のま ま保持されます。

R222

pH / ORP

警報 ON ポ イ ン ト

入力

pH 9
pH 4 ...9

1500 mV
0 ... 1500 mV

" 警告！

警報 ON ポ イ ン ト と 警報 OFF ポ イ ン ト は

同じ値に設定し てはいけません !

R223

pH / ORP

警報 OFF ポ イ ン ト

入力

pH 9
pH 4 ...9

1500 mV
0 ... 1500 mV

警報 OFF ポ イ ン ト を入力する と 、 上限動

作 （警報 ON ポ イ ン ト ≧警報 OFF ポ イ ン

ト ）、 または下限動作 （警報 ON ポ イ ン ト <

警報 OFF ポ イ ン ト ） が選択され、 ヒ ステ

リ シス機能を実行し ます （図 6.9 を参照）。

R224 ON 遅延の入力
0 s
0 ... 2000 s

R225 OFF 遅延の入力
0 s
0 ... 2000 s

R226
ア ラーム閾値 （絶対

値） の入力

pH 9.00
pH 0 ... 9

1500 mV
0 ... 1500 mV

ア ラーム閾値を超え る と、 変換器がエラー

メ ッ セージ と エラー電流によ る ア ラームを

出力し ます （ア ラーム 遅延に注意し て く

だ さい）。

" 警告！

下限警報設定時は、 ア ラーム閾値は、 警報

Off ポ イ ン ト よ り 小さい値を設定し ます !

R227 警報接点の表示 
MAX
MIN

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明

R226

pH

A.Thresh

9.00
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R2（3） 温度警報出力の設定
LC ℃ =

温度警報出力

ENTER キーで確定する と、 それまでオン

に設定されていた リ レー機能はオフ と な り

ます。

R231

R2 （3）

機能オン / オフ

切 り 替え

Off
On

機能をオフにし て も、 接点の設定内容はそ

のま ま保持されます。

R232
温度警報 ON

ポ イ ン ト 入力

50 ℃
0 ... 50 ℃

" 警告！

警報 ON ポ イ ン ト と 警報 OFF ポ イ ン ト は

同じ値に設定し てはいけません !

R233
温度警報 OFF

ポ イ ン ト 入力

50 ℃
0 ... 50 ℃

警報 OFF ポ イ ン ト を入力する と 、 上限動

作 （警報 ON ポ イ ン ト ≧警報 OFF ポ イ ン

ト ）、 または下限動作 （警報 ON ポ イ ン ト <

警報 OFF ポ イ ン ト ） が選択され、 ヒ ステ

リ シス機能を実行し ます （図 6.9 を参照）。

R234 ON 遅延の入力
0 s
0 ... 2000 s

R235 OFF 遅延の入力
0 s
0 ... 2000 s

R236
ア ラーム閾値 （絶対

値） の入力

50 ℃
0 ... 50 ℃

ア ラーム閾値を超え る と、 変換器がエラー

メ ッ セージ と エラー電流によ る ア ラームを

出力し ます （ア ラーム 遅延に注意し て く

ださ い）。

" 警告！

下限警報設定時は、 ア ラーム閾値は、 警報

Off ポ イ ン ト よ り 小さい値を設定し ます !

R237 警報接点の表示
MAX
MIN

R2（4）
Cl2 / ClO2 用 P（ID）
制御接点の設定

PIDPV

PV = メ イ ン測定パラ メ ータのプロセス値

ENTER キーで確定する と、 それまでオン

に設定されていた リ レー機能はオフ と な り

ます。

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明
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R241

R2 （4）

機能オン / オフ

切 り 替え

Off
On

Basic

PID+B

On =PID 制御

Basic = 基本負荷設定

PID+B = 基本負荷設定 + PID 制御

R242 設定値の入力

500 ppb
0 ... 20000 ppb

0.5 ppm
0 ... 20 ppm

0.5（0.1）mg/l
0 ... 20 （5） mg/l

こ の設定値が制御によ って維持されます。

こ の値 と の偏差が生じ る と 、 制御によ って

再確立されます。

R243
コ ン ト ロールゲイ ン 

Kp の入力

1.00
0.01 ... 100.00

6.6.2 章を参照

R244
積分時間 Tn の入力

（0.0 = I 要素な し）

0.0 min
0.0 ... 999.9 min

6.6.2 章を参照

! 注意！

ホール ド のつど、 I 要素はゼロに リ セ ッ ト

されます。 ホール ド は S2 でオフにでき ま

すが、 ケモ ク リ ーンおよびタ イマーの場合

はオフにでき ません。

R245
 微分時間 Tv の入力

（0.0 = D 要素な し）

0.0 min
0.0 ... 999.9 min

6.6.2 章を参照

R246 制御特性の選択

inv = 逆
（次亜塩素酸ナトリウムの場
合の初期値）
dir = 正

こ の設定は所要の軽量方向に応じ て必要と

な り ます （設定値上下の軽量。 6.6.2 章を参

照）。

R247
パルス幅またはパル

ス周波数の選択

len = パルス幅
freq = パルス周波数

curr = 電流出力 2

パルス幅 ： 電磁弁、

パルス周波数 ： ソ レ ノ イ ド式軽量ポンプ

（6.6.2 章を参照）

O2 = Contr が、 選択されている場合のみ =

電流出力 2 は、 選択可。

R248 パルス間隔の入力
10.0 s
0.5 ... 999.9 s

こ のフ ィ ール ド は R247 でパルス幅を選択

し ている場合のみ表示されます。 パルス周

波数を選択する と、 R248 はスキ ッ プされ、 

R249 で入力が続き ます。

R249
最大パルス周波数の

入力

120 min-1

60 ... 180 min-1

こ のフ ィ ール ド は R247 でパルス周波数を

選択し ている場合のみ表示されます。 パル

ス幅を選択する と、 R249 はスキ ッ プされ、 

R2410 で入力が続き ます。

R2410
最少オン時間 TON の

入力

0.3 s
0.1 ... 5.0 s

こ のフ ィ ール ド は R247 でパルス幅を選択

し ている場合のみ表示されます。

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明
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R2411 基本負荷入力
0%
0 ... 40%

注入量の選択を行います。

100% の場合 R247 = on、 R247 = freq で

Fmax の場合 R247 = curr で 20 mA と な り ま

す。

R2（5）
pH 用 P（ID）制御
接点の設定

PIDpH

ENTER キーで確定する と、 それまでオン

に設定されていた リ レー機能はオフ と な り

ます。

R251

R2 （5）

機能オン / オフ

切 り 替え

Off
On

Basic

PID+B

On =PID 制御

Basic = 基本負荷設定

PID+B = 基本負荷設定 + PID 制御

R252 設定点の入力
pH 7.20
pH 4 ... 9

この設定値が制御によ って維持されます。

偏差が発生する と、 設定値に戻る よ う 制御

が行なわれます。

R253
コ ン ト ロールゲイ ン 

Kp の入力

1.00
0.01 ... 20.00

R254
積分時間 Tn の入力

（0.0 = I 要素な し）

0.0 min
0.0 ... 999.9 min

6.6.2 章を参照

! 注意！

ホール ド のつど、 I 要素はゼロに リ セ ッ ト

されます。 ホール ド は S2 でオフにでき ま

すが、 ケモ ク リ ーンおよびタ イマーの場合

はオフにでき ません。

R255
 微分時間 Tv の入力

（0.0 = D 要素な し）

0.0 min
0.0 ... 999.9 min

6.6.2 章を参照

R256 制御特性の選択

inv = 逆

dir = 正
（酸の場合は初期値）

この設定は所要の軽量方向に応じ て必要 と

な り ます （設定値上下の軽量。 6.6.2 章を参

照）。

R257

パルス幅または

パルス周波数の

選択

len = パルス幅
freq = パルス周波数

curr = 電流出力 2

パルス幅 ： 電磁弁、

パルス周波数 ： ソ レ ノ イ ド式軽量ポンプ

（6.6.2 章を参照）

選択 ion of 電流出力 2 is only possible, if 

フ ィ ール ド O2 = Contr is 選択 ed.

R258 パルス間隔の入力
10.0 s
0.5 ... 999.9 s

このフ ィ ール ド は R257 でパルス幅を選択

し ている場合のみ表示されます。 パルス周

波数を選択する と、 R258 はスキ ッ プされ、 

R259 で入力が続き ます。

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明
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R259
最大パルス周波数の

入力

120 min-1

60 ... 180 min-1

こ のフ ィ ール ド は R257 でパルス周波数を

選択し ている場合のみ表示されます。 パル

ス幅を選択する と、 R259 はスキ ッ プされ、 

R2510 で入力が続き ます。

R2510
最少オン時間 TON の

入力

0.3 s
0.1 ... 5.0 s

こ のフ ィ ール ド は R257 でパルス幅を選択

し ている場合のみ表示されます。

R2511 基本負荷入力
0%
0 ... 40%

こ のフ ィ ール ド は、 EP バージ ョ ンのみで表

示されます。

基本負荷を投入量を求めて く ださい。 

100% 基本負荷 ：

R257 = on

Fmax 、 R257 = freq

20 mA 、 R257 = curr

R2（6）
洗浄機能の設定

（タイマー）
Timer

洗浄は 1 種類の洗剤のみを使って行なわれ

ます （通常は水）。 図 6.13 を参照。

ENTER キーで確定する と 、 それまでオン

に設定されていた リ レー機能はオフ と な り

ます。

R261

R2 （6）

機能オン / オフ

切 り 替え

Off
On

R262
すすぎ / 洗浄時間の

入力

30 s
0 ... 999 s

ホール ド設定 と リ レー設定はこ こ で指定す

る時間オン と な り ます。

R263  休止時間の設定
360 min
1 ... 7200 min

休止時間は洗浄サイ クル と 洗浄サイ クルの

間隔です （6.6.3 章を参照）。

R264 最小休止時間の入力
120 min
1 ... 3600 min

最少休止時間は洗浄 ト リ ガが存在する と き

に不用意な連続洗浄を防止し ます。

R2（7）
ケモクリーンによる
洗浄の設定

Clean

4 接点付きで接点 3 および 4 が正し く 割 り

当て られているバージ ョ ンのみ。

6.6.4 章を参照。

ENTER キーで確定する と 、 それまでオン

に設定されていた リ レー機能はオフ と な り

ます。

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明
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R271

R2 （7）

機能オン / オフ

切 り 替え

Off
On

R272
開始パルスのタ イプ

の選択

int = 内部（タイマー制御）
ext = 外部 （外部入力 2）

i+ext = 内部 + 外部

i+stp = 内部。 外部によ り

取消

リ アルタ イ ム ク ロ ッ クはあ り ません。

不規則な間隔 （週末等、 洗浄を停止し たい

時） には外部取消が必要です。

R273 前すすぎ時間の入力
20 s
0 ... 999 s

前すすぎには水が使用されます。

R274 洗浄時間の入力
10 s
0 ... 999 s

洗浄には薬液 と水が使用されます。

R275 後すすぎ時間の入力
20 s
0 ... 999 s

すすぎには水が使用されます。

R276
反復サイ クル数の

入力

0
0 ... 5

1 回の洗浄サイ クルで R273 ... R275 が反復

されます。

R277  休止時間の設定
360 min
1 ... 7200 min

休止時間と は 2 つの洗浄サイ クルの間の時

間です （6.6.4 章を参照）。

R278 最小休止時間の入力
120 min
1 ... R257 設定し た時間

最少休止時間は洗浄 ト リ ガが存在する と き

に不用意な連続洗浄を防止し ます。

R279

薬液を使用し ない

洗浄サイ クル

（エコ ノ ミ ー機能）

0
0 ... 9

薬液によ る洗浄のあ と、 次回の薬液によ る

洗浄サイ クルが実施される まで水だけを使

用する洗浄サイ クルが最低 9 回続き ます。

R2（8）
Cl2 / ClO2 用
3 ステップコント
ローラ の設定

3PSt

4 接点付きで接点 3 および 4 が正し く 割 り

当て られているバージ ョ ンのみ。

ENTER キーで確定する と、 それまでオン

に設定されていた リ レー機能はオフ と な り

ます。

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明
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R281

R2 （8）

機能オン / オフ

切 り 替え

Off
On

R282 設定点の入力

500 ppb
0 ... 20000 ppb

0.5 ppm
0 ... 20 ppm

0.5（0.1）mg/l
0 ... 20 （5） mg/l

こ の設定値が制御によ って維持されます。

偏差が発生する と、 設定値に戻る よ う 制御

が行なわれます。

R283
コ ン ト ロールゲイ ン 

Kp の入力

1.00
0.01 ... 20.00

6.6.2 章を参照

R284
積分時間 Tn の入力

（0.0 = I 要素な し）

0.0 min
0.0 ... 999.9 min

6.6.2 章を参照

R285
 微分時間 Tv の入力

（0.0 = D 要素な し）

0.3 s
0.1 ... 5.0 s

R286
モーター動作時間の

入力 

60 s
10 ... 999 s

" 完全閉 " から " 完全開 " 状態までのア ク

チュエータモーターの運転時間

R287 不感帯の入力
10%
0 ... 40%

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明
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6.7 サービス

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明

S
機能グループ
サービス

S1 言語の選択

ENG = 英語
GER = ド イ ツ語

FRA = フ ラ ン ス語

ITA = イ タ リ ア語

NEL = オラ ンダ語

ESP = スペイ ン語

このフ ィ ール ド始動時にまず設定し て く だ

さい。 その後、 S1 を終了し て他の設定に

進むこ と ができ ます。

S2 ホール ド設定

S+C = セットアップ時
および校正時
CAL = 校正時

Setup = セ ッ ト ア ッ プ時

none = ホール ド な し

S = セ ッ ト ア ッ プ 

C = 校正

電流出力が固定され、 すべての リ レーが

通常位置と な り ます。

S3 手動ホール ド
Off
On

この設定は電源障害時も引き続き有効

です。

S4
ホール ド遅延時間

入力

10 s
0 ... 999 s

S5

plus パッ ケージへの

ソ フ ト ウ ェ アア ッ プ

グレード リ リ ース

コード の入力

0000
0000 ... 9999

銘板上のコード を参照し て く ださい

（図 2.1 を参照）。

誤った コード を入力する と、 測定 メ ニュー

に戻 り ます。 数次は + キーか - キーで編集

し、 ENTER キーで確定し ます。

S6

ケモ ク リ ーンの

ソ フ ト ウ ェ アア ッ プ

グレード リ リ ース

コード の入力

0000
0000 ... 9999

銘板上のコード を参照し て く ださい

（図 2.1 を参照）。

誤った コード を入力する と、 測定 メ ニュー

に戻 り ます。 数次は + キーか - キーで編集

し、 ENTER キーで確定し ます。

S7 仕様コード の表示

変換器をア ッ プグレード し て も仕様コード

は変更されず、 納入時のコード が表示され

ます。

S8 シ リ アル番号表示
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6.8 E+H サービス

S9
変換器の リ セ ッ ト

（工場設定値の復元）

no
Sens = 

センサデータ リ セ ッ ト

Facty = デ ィ スプレ イ テス ト

" 警告！

Facty = センサタイプ（フィールド A1）と
操作モード（フィールド B1）と、言語

（フィールド S1）を除 く すべてのデータが

削除され、 工場設定値に リ セ ッ ト されま

す。

Sens = 前の校正データが削除され、 工場設

定値に リ セ ッ ト されます。

S10 変換器テス ト の実行
no
Displ = デ ィ スプレ イ テス ト

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明

E
機能グループ
E+H サービス

E1 モジュールの選択

Contr = コントローラ（1）
Trans = 変換モジ ュール （2）

MainB = 電源モジ ュール

（3）

Rel = リ レーボード （4）

E111

E121

E131

E141

ソ フ ト ウ ェ アバー

ジ ョ ンの表示
編集でき ません

E112

E122

E132

E142

ハード ウ ェ アバー

ジ ョ ンの表示
編集でき ません

E113

E123

E133

E143

シ リ アル番号の表示 編集でき ません

E114

E124

E134

E144

モジュール名表示 編集でき ません
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6.9 イ ン ターフ ェース

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明

I
機能グループ
インターフェース

I1 ア ド レ スの入力 

HART ： 0 ... 15

or

PROFIBUS ： 1 ... 126
通信専用

I2 タ グ番号表示 通信専用
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6.10 校正

コード 22 を入力する こ と によ り 、 校正 メ ニューを表示し ます。

! 注意！
• 正確な校正を行 う ために以下に示す pH 値と温度の範囲内で作業を行って く ださい。

• 塩素と二酸化塩素の校正には、 フ ォ ト メーター、 CCM 182 （ア ク セサ リ 、 10 章を参照） 塩素と二

酸化塩素の検知 （< 0.1 mg/l） には、 高性能、 低濃度用のフ ォ ト メータｰを使用して く ださい。
• ＋キーと－キーを同時に押し て校正を中止し た （C15、 C29、 または C35 に戻る） 場合、 また

は校正に失敗し た場合は、 前回の校正データが復元されます。 校正エラーはデ ィ スプレ イ上
に "ERR" と い う メ ッ セージ と測定セルシンボルの点滅で表示されます。 その場合は、 再校正
を行なって く ださい !

• 校正後、 機器は測定状態に戻 り ますが 、 S4 で設定し た遅延時間出力はホール ド されます。

センサ 最小 pH 値 最大 pH 値 最低温度 最高温度

CCS 140 4 8 10 °C （50 °F） 45 °C （113 °F）

CCS 141 4 8.2 2 °C （36 °F） 45 °C （113 °F）

CCS 240 - - 2 °C （36 °F） 45 °C （113 °F）

CCS 241 - - 2 °C （36 °F） 45 °C （113 °F）

CCS 120 5.5 9.5 5 °C （41 °F） 45 °C （113 °F）

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明

 C（1）
機能グループ
校正：
Cl2/ClO2 の校正 

Cl2
ClO2

A1 = 120 / 140 / 141 / 963 選択時 ： Cl2 

A1 = 240 / 241 選択時 ： ClO2

C11 DPD 校正値の入力 前回の校正値

校正の

• CCS 120 / 140 / 240、 センサ 963 ：

0.05 mg/l
• CCS 141 / 241 ： 0.01 mg/l

C12
ゼロ校正を実行する

か ?

no
yes

 A1 = "963" 選択時のみ表示

ゼロ校正 ：

1. 非塩素処理水をホルダに送 り ます。

2. 10 分待ちます。

3. "yes" を選択し、 ENTER を押し て確定

し ます。

C13 ス ロープの表示

100%
最小 25% （3%）

最大 500%

最小許容ス ロープ

• pH 補償付き CCS 140 / 141 および

CCS 240 / 241 の場合 ： 25%
• pH 補償な し CCS 140 / 141 および

センサ 963 ： 3%

C14
校正ステータ スの

表示

o.k.
E xxx
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C15 校正結果の保存

yes
no

new

C14 = E xxx （エラー表示） の場合、 no ま

たは new のみ選択可。

new の場合、 C に戻 り 再校正。

yes/no の場合、 " 測定モード " に戻る。

C（2）
機能グループ
校正：
pH 校正

pH

C21 校正温度の入力 
25.0 ℃
0 ... 50 ℃

こ のフ ィ ール ド は温度校正のためにもの

で、 入力は、 必須ではあ り ません。

C22 校正液 I の pH 値入力
前回の校正値
pH 3.50 ... 9.50

ENTER キーを入力する こ と で現在の測定

値が表示されます。 再度 ENTER キーを入

力する こ と でバッ フ ァー値が測定されま

す。

C23 校正の実行

静的コ ン ト ロール ：

10 秒以上 pH ± 0.05 以下で安定し た ら確定

し て く だ さい。

C24
校正液 2 の pH 値

入力

前回の校正値
pH 3.50 ... 9.50

校正液 2 は校正液 I と異な る値でなければ

な り ません。 妥当性チェ ッ ク が実行れま

す。

ENTER キーを入力し C23 フ ィ ール ド に進

みます。

C25 校正の実行

静的コ ン ト ロール ：

10 秒以上 pH ± 0.05 以下で安定し た ら確定

し て く だ さい。

C26 ス ロープの表示
59.16 mV/pH
38.00 ... 65.00 mV/pH

C27 ゼロ点表示
pH 7.00
pH 5.00 ... 9.00

C28
校正ステータ スの

表示

o.k.
E xxx

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明
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C29 校正結果の保存

yes
no

new

C28 = E xxx （エラー表示） の場合、 no ま

たは new のみ選択可。

new の場合、 C に戻 り 再校正。

yes/no の場合、 " 測定モード " に戻る。

C（3）
機能グループ
校正：
ORP mV 校正

ORPmV

C31 ORP 校正液の値入力
前回の校正値
0 ... 1500 mV

ENTER キーを入力する こ と で現在の測定

値が表示されます。 再度 ENTER キーを入

力する こ と でバッ フ ァー値が測定されま

す。

C32 校正の実行

静的コ ン ト ロール ：

5 秒以上 ± 1 mV 以下で安定し た ら確定し

て く だ さい。

C33 ゼロ点表示 -100 ... +100 mV

C34
校正ステータ スの

表示

o.k.
E xxx

C35 校正結果の保存

yes
no

new

C34 = E xxx（エラー表示）の場合、 no ま

たは new のみ選択可。

new の場合、 C に戻 り 再校正。

yes/no の場合、 " 測定モード " に戻る。

C （4）
CCS120 の

ゼロ校正
zero

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明

C

CALIBRAT

Zero
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C12 校正の実行
no

yes

CCS120 センサが A1 で選択されている と

きのみ有効な機能。

ゼロ校正 ：

1. 非塩素収理水をホルダに送 り ます

2. 10 分待ちます

3. "yes" を選択し、 ENTER を押し て確定

し ます

C14
校正ステータ スの

表示

o.k.
E xxx

C15 校正結果の保存

yes
no

new

C14 = E xxx（エラー表示）の場合

no または new のみ選択可。

new の場合、 C に戻 り 再校正。

yes/no の場合、 " 測定モード " に戻る。

コード フィールド
選択 / レンジ

工場設定（太字）
表示 説明

C15

Zero cal

no

C14

Status

o.k.

C15

Store

yes
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7 メ ンテナンス

操作の安全と測定システム全体の信頼性を保証するすべての措置を適時に講じ て く ださい。

CCM 223/253 の メ ンテナン スには以下の作業が含まれます。
• 校正 （6.10 章を参照）

• 機器と センサの洗浄

• ケーブル と接続部のチェ ッ ク

7.1 各機器のメ ンテナンス

7.1.1 塩素センサおよびアセンブ リのメ ンテナンス

各塩素センサ （CCS 120， CCS 140/141, CCS 240/241） の メ ンテナン スはそれぞれ下に示す番号
の取扱説明書に従って く ださい。

• CCS120 BA 388C

• CCS140/141 BA 058C

• CCS 240/241 BA 114C

取扱説明書には、 センサの機能、 構造、 電気配線、 設置方法、 校正方法などが記載されてお り
ます。
ホルダの取 り 扱いについては以下の資料を参照 く ださい。

• 流通ホルダ CCA 250 TI 062C

7.1.2 pH / ORP 電極のメ ンテナンス （使用時のみ）

ガ ラ ス電極に付着し た目に見え る汚れは、 以下の方法で取 り 除 く こ と ができ ます。
• 油性で脂を含んだ被膜

洗剤 （脂肪溶剤、 アルコール、 中性洗剤等） で洗浄し て く ださ い。

# 危険！
以下に述べる洗浄剤を使用する と きは、 手、 目、 衣服を保護し なければな り ません。

• 石灰分または金属水酸化物によ る被膜
希塩酸 （3 %） で被膜を柔らか く し て完全に洗い流し て く ださい。

詰まりを起こしたダイアフラムの清掃が可能です （テフ ロ ン製ダ イ アフ ラ ム と リ ングギャ ッ プ
電極を除き ます）。
• 小さいキーやす り を使用し ます。

• 一方向のみに磨き ます。

電極内の気泡
気泡は取付に問題があ る こ と を示し ています。 取付位置をチェ ッ ク し て く ださい。
• 水平から 15 ゜ ～ 165 ゜ が許容範囲です。

• 平取 り 付けまたは電極コネ ク タ側が下向きにな る よ う な取付を行な う こ と はでき ません。

ORP 電極
金属ピンや表面の被膜は、 入念な清掃によ り 取 り 除いて く ださい。
ORP 電極は、 清掃や校正のあ と、 正しい測定値を再度指示する まで ORP 校正液にしばら く の間
浸し てお く 必要があ り ます。
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7.1.3 pH 接続ラ イ ン と ソケ ッ ト （使用のと きのみ）

水分 （湿気） は pH 値に大き く 影響し ます。 水分は電極ス ロープを低下させます。 また、 校正不
能と なった り 、 出力が pH7 に固定し て し ま う 可能性があ り ます。

以下の部分に湿気がないかチェ ッ ク し て く ださい。

• 電極ヘッ ド

• 電極コネ ク タ

• pH 測定ケーブル

• 中継端子箱 （取 り 付けてあ る場合）

• pH 測定ケーブルの延長部

電極ヘッ ド と中継端子箱は洗浄し、 乾燥する こ と ができ ます。

" 警告！
湿った測定ケーブルは必ず交換し て く ださい。
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7.2 テス ト と シ ミ ュ レーシ ョ ン

7.2.1 塩素センサ

塩素センサは電流測定の原理にも とづいて動作し、 測定信号 と し て非常に小さい直流電流を供
給し ます。
塩素センサは DC 電源によ り シ ミ ュ レー ト する こ と ができ ます。 しかし、 電流が小さいため、
シ ミ ュ レーシ ョ ンはきわめて微妙です。 ラ イ ンをシール ド し、 シ ミ ュ レータ をアースする必要
があ り ます。 基準と なる ス ロープ値を下表で示し ます。

7.2.2 温度測定

CCM 223/253 は、 塩素センサの NTC センサで温度を測定し ます。
センサ抵抗が比較的高いため、 2 線接続で十分間に合います。
シ ミ ュ レーシ ョ ンは通常の 10 進抵抗器を使って行 う こ と ができ ます。 下表でシ ミ ュ レーシ ョ ン
値をい く つか示し ます。

! 注意！
温度センサに不具合があ る場合、 測定は、 25 ℃の温度値で自動的に継続されます。

7.2.3 pH/ORP 測定

シ ミ ュ レーシ ョ ンは pH/mV シ ミ ュ レータ または mV 電源を使って行ないます。

" 警告！
CCM 223/253 では、 pH または mV は常に対称に測定し なければな り ません。 そのために、 それ
ぞれのシ ミ ュ レーシ ョ ンではシ ミ ュ レータ と の等電位接続が必要です。 シ ミ ュ レータの基準信
号 （pH 同軸測定ラ イ ンの通常のシール ド） を リ キシスの PA/PM 端子に接続し ます。

センサ 基準となるスロープ値

CCS 120 Cl/l 1 mg あた り 約 115 nA

CCS 140 Cl/l 1 mg あた り 約 25 nA

CCS 141 Cl/l 1 mg あた り 約 80 nA

CCS 240 ClO2/l 1 mg あた り 約 100 nA

CCS 241 ClO2/l 1 mg あた り 約 350 nA

963 Cl/l 1 mg あた り 約 20μA

温度 NTC シミュレーション値

0 ℃ 29.490 kΩ

10 ℃ 18.787 kΩ

20 ℃ 12.268 kΩ

25 ℃ 10.000 kΩ

30 ℃ 8.197 kΩ

40 ℃ 5.594 kΩ
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ゼロ点急速テスト
• CCM 223 で、 BNC 内部導線を BNC ソ ケ ッ ト と PA 端子に接続し ます。

• CCM 253 で、 pH 端子、 Ref 端子を PA 端子に接続し ます。

• 表示は pH については約 7、 ORP の場合は約 0 mV でなければな り ません。

DC 電源によるテスト

7.2.4 流量モニ タ

流量は CCA 250 ホルダの近接ス イ ッチ （INS） によ り 監視されます。 こ のス イ ッチは リ キシス M
の補助電圧出力からの 15 V を電源と し ます。

INS の機能

テストモードまたは非常モード
端子 93 を端子 85 に接続し、 端子 94 を端子 86 に接続する と、 有効な近接ス イ ッチ と正しい流
れがシ ミ ュ レー ト されます。

" 警告！
この状態で測定システムを連続し て運転し ないで く ださい。 流量モニタはでき る限 り 早 く も と
に戻し て く ださい。

pH 値 シミュレーション

2 295 mV

4 177 mV

7 0 mV

9 -118 mV

12 -295 mV

流れ INS INS 出力

あ り 弱ま っている 低イ ンピーダン ス

な し 弱ま っていない 高イ ンピーダン ス
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8 アクセサリ

8.1 センサ

• CCS 120
隔膜電極式全残留塩素センサ  測定レ ンジ 0.01 ～ 10 mg/l
技術仕様書 TI 388c

• CCS 140
隔膜電極式遊離塩素センサ  測定レ ンジ 0.05 ～ 20 mg/l
技術仕様書 TI 058c

• CCS 141
隔膜電極式遊離塩素センサ  測定レ ンジ 0.01 ～ 5 mg/l
技術仕様書 TI 058c

• CCS 240
隔膜電極式二酸化塩素センサ  測定レ ンジ 0.05 ～ 20 mg/l
技術仕様書 TI 114c

• CCS 241
隔膜電極式二酸化塩素センサ  測定レ ンジ 0.01 ～ 5 mg/l
技術仕様書 TI 114c

各センサの使用可能条件を技術仕様書等によ り 十分確認の上 御使用 く ださ い。

8.2 接続用アクセサリ

• 中継端子箱 VBC （4.1.6 章を参照）
センサケーブル と変換器の間の測定ケーブル延長用中継端子箱。
保護等級 IP 65。
製品コード ： 50005181

• 延長ケーブル CMK
変換器と中継端子箱と の間を延長する ための専用ケーブル。 CCS 140/141 および CCS 240/241
センサ用。
製品コード ： 50005374

• pH 測定ケーブル CPK 1
電極コネ ク タ付き工業用ケーブル。 外部シール ド、 同軸導体、 PVC 被覆付き。
ケーブル径 7.2 mm.
技術仕様書 TI 118C/07/en, 製品コード ： 50068526

• pH 測定ケーブル CPK 9
TOP 68 電極コネ ク タ付き工業用ケーブル。 外部シール ド、 同軸導体、 PVC 被覆付き。 ケーブ
ル径 7.2 mm。 保護等級 IP 68. 技術仕様書 TI 118C, 製品コード ： 50068526

• 延長ケーブル CYK 71
変換器と中継端子箱と の間を延長する ための専用ケーブル。 CCS 120 および pH/ORP センサ
用。
製品コード ： 50085333

• 延長ケーブル MK

外部シール ド付き、 2 芯の信号線から構成。 PVC 被覆付き。 INS 近接ス イ ッチ延長用。
製品コード ： 50000662
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8.3 取付用アクセサリー

• 日除けカバー CYY 101
変換器を屋外に設置する際に使用し ます
材質 SUS 304 
製品コード ： CYY 101-A

• パイプ取付金具
屋外設置型ハウジングを、 水平または垂
直パイプ （最大 2 イ ンチ） へ取付ける場
合に必要です
材質 SUS 304 
製品コード ： 50086842
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8.4 ホルダ

• CCA 250

CCS140/141 CCS240/241 CCS120 センサおよび pH/ORP センサ用流通ホルダ
材質 本体 ： ア ク リ ル 溶液部 ： PVC、 SUS 316Ti、 EPDM

8.5 ソ フ ト ウ ェ ア とハー ド ウ ェ アのア ッ プグレー ド

注文時には、 計器のシ リ アル番号を必ず明記し て く ださい。

• Plus パッ ケージア ッ プグレード
製品コード ： 51502242

• ケモ ク リ ーンア ッ プグレード
製品コード ： 51502871

• 2 点 リ レーカード （標準仕様）
製品コード ： 51500320

• 4 点 リ レーカード （標準仕様）
製品コード ： 51500321

• 2 点 リ レーカード （電流入力仕様）
製品コード ： 51504304

• 4 点 リ レーカード （電流入力仕様）
製品コード ： 51504305

• EK 仕様用 pH パッ ケージ （EK → EP）
製品コード ： 51502460

• ES 仕様用 pH パッ ケージ （ES → EP）

製品コード ： 51503526

8.6 校正アクセサリ

• CCM 182
DPD 塩素、 二酸化塩素検出用フ ォ ト メ ーター。
塩素測定レ ンジ ： 0.05 ... 6 mg/l

8.7 オプ ト スコープ

オプ ト ス コープは変換器と PC/ ラ ッ プ ト ッ プパソ コ ン と の間のイ ン ターフ ェースです。
Windows 用ソ フ ト ウ ェア "Scopeware" および他の必要な部品はすべてオプ ト ス コープに付属され
ています。
製品コード ： 51500650
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9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 ト ラ ブルシューテ ィ ングガイ ド

変換器は常に内部機能を監視し てお り 。 検知可能なエラーが発生する と、 変換器のア ラーム
LED を点灯させます。 - （マイナス） キーを押すこ と で、 エラーの内容を表示部のデジ タル番号
で確認でき ます。 い く つかのエラーが同時に発生し た場合は、 - （マイナス） キーを数回おすこ
と で、 順次エラーの内容がデジタル番号で表示されます。

9.2 エラー メ ッ セージ と その解決法

エラー
No.

表示 対策
アラーム出力

エラー
電流出力

洗浄自動
スタート

工場
設定

ユーザー
設定

工場
設定

ユーザー
設定

工場
設定

ユーザー
設定

E001 EEPROM メ モ リ ーエラー • 機器の電源を切 り 、 再度オンにし て く だ さ

い。 それで も解消し なければ最寄 り の 営業

所、 サービ スに修理を依頼し て く だ さい。

• ハード ウ ェ ア と互換性のあ る ソ フ ト ウ ェ ア

を ロード し て く ださい。

• 塩素測定用ソ フ ト ウ ェ アがロード されて い

るか確認し て く ださい。

• E003 ： 設定が無効です。 ダウ ン ロード が 

無効なパラ メ ータセ ッ ト によ って実行さ れ

よ う と し ま し た。

yes no - -*

E002 機器が校正されていない。 校正

データが無効、 ユーザデータが

ない、 またはユーザデータが無

効 （EEPROM エラー） ソ フ ト

ウ ェア と ハード ウ ェ ア

yes no - -*

E003 ダウ ン ロード エラー yes no - -*

E004 ソ フ ト のバージ ョ ンのハード

ウ ェアに対する不適合

yes no - -*

E007 • 変換器の動作不良

• ソ フ ト ウ ェ ア と ハード ウ ェ

ア （変換モジ ュール） の

不適合

yes no - -*

E010 温度センサの故障 温度センサ と接続をチェ ッ ク し て く ださ い。

必要に応じ温度シ ミ ュ レータで測定ケーブル

をチェ ッ ク し て く だ さい （10 章を参照）。

yes no no

E032 pH ス ロープが調整範囲を超え

た

校正液を変えて再校正を行なって く ださ い。

必要な らば電極を交換し、 シ ミ ュ レータで機

器と 測定ケーブルをチェ ッ ク し て く ださ い

（10 章を参照）。

yes no - -*

E033 pH 値ゼロ点が調整範囲を超え

た

yes no - -*

E034 ORP オフセ ッ ト が調整範囲を

超えた

yes no - -*

E035 センサ 963 のゼロ点信号が許容

範囲を超えた

• センサを整備し て く ださい （センサのマ

ニュ アルに従 う ）。

• 接続をチェ ッ ク し て く ださい。

• 活性炭フ ィ ルタ をチェ ッ ク し て く ださい。

yes no - -*

E038 塩素センサ信号がス ロープ校正

中に許容範囲を超えた

• センサを整備し て く ださい （センサのマ

ニュ アルに従 う ）。

• 接続をチェ ッ ク し て く ださい。

• DPD 測定器をチェ ッ ク し て く ださい。

• 有機塩素剤を使用し ないで く ださい。

yes no - -*

E041 校正パラ メ ータ計算が中止され

た

校正液を変えて再校正を行なって く ださ い。

必要な らばセンサを交換し、 シ ミ ュ レータで

機器と測定ケーブルをチェ ッ ク し て く だ さ

い。

yes no - -*

E042 バッ フ ァ値と ゼロ点 （pH7） と

の間の距離が小さすぎ る

（1 点校正）

ス ロープ校正の場合、 電極ゼロ点と の差が

ΔpH = 2 以上の校正液を使用し て く だ さい。

yes no - -*

E043 校正液 1 およ び校正液 2 の校正

値の差が小さ すぎる （ 2 点校正）

ΔpH = 2 以上の校正液を使用し て く だ さい。 yes no - -*

E044 校正時に安定し ない 校正液を変えて再校正を行なって く ださ い。

必要な らばセンサを交換し、 シ ミ ュ レータで

機器と測定ケーブルをチェ ッ ク し て く だ さ

い。

yes no - -*
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E045 校正が中止された 校正液を変えて再校正を行って く ださい。 必

要な らばセンサを交換し、 シ ミ ュ レータで機

器と測定ケーブルをチェ ッ ク し て く だ さい。

yes no - -*

E055 Cl/ClO2 測定レ ンジ下限を超え

た

測定と接続をチェ ッ ク し て く だ さい。 必要な

らばシ ミ ュ レータで機器と測定ケーブルを

チェ ッ ク し て く ださ い （10 章を参照）。

yes no no

E056 pH/mV 測定レ ンジ下限を超え

た

yes no no

E057 Cl/ClO2 測定レ ンジ上限を超え

た

yes no no

E058 pH/mV 測定レ ンジ上限を超え

た

yes no no

E059 温度測定レ ンジ下限を超えた yes no no

E061 温度測定レ ンジ上限を超えた yes no no

E063 電流出力 1 が出力レ ンジを

下回った

測定値と 電流割当てをチェ ッ ク し て く ださ

い。

yes no no

E064 電流出力 1 が出力レ ンジを

上回った

yes no no

E065 電流出力 2 が出力レ ンジを

下回った

yes no no

E066 電流出力 2 が出力レ ンジを

上回った

yes no no

E067 リ レー 1 が設定値を超えた " 制御出力 " メ ニューで設定をチェ ッ ク し て

く ださ い。

yes no no

E068 リ レー 2 が設定値を超えた yes no no

E069 リ レー 3 が設定値を超えた yes no no

E070 リ レー 4 が設定値を超えた yes no no

E080 電流出力 1 のレ ンジが小さす

ぎ る

" 電流出力 " メ ニューで設定をチェ ッ ク し て

く ださ い。

no no - -*

E081 電流出力 2 のレ ンジが小さす

ぎ る

no no - -*

E100 電流 シ ミ ュ レーシ ョ ン動作中 電流出力の正しいパラ メ ータ を入力し て く だ

さい。

no no - -*

E101 サービ ス機能動作中 サービ ス機能をオフにするか、 機器の電源を

切 り 、 再度オンにし て く だ さい。

no no - -*

E102 リ レー シ ミ ュ レーシ ョ ン中 リ レー設定をチェ ッ ク し て く だ さい。 no no - -*

E106 ダウ ン ロード中 ダウ ン ロード が終わる まで待って く だ さい。 no no - -*

E116 ダウ ン ロード エラー ダウ ン ロード をや り 直し、 必要に応じ て接続

と 機器をチェ ッ ク し て く だ さい。

no no - -*

E152 Cl/ClO2 測定信号の変化が遅い

か、 または変化し ない

• センサ と接続をチェ ッ ク し、 センサの整 　

備を行なって く ださい。 必要な らばセン 　

サを交換し て く ださい。

• 測定水が本当に変化し ているかど う かを 　

チェ ッ ク し て く ださい。

yes no no

E153 pH/mV 測定信号の変化が遅い

か、 または変化し ない

yes no no

エラー
No.

表示 対策
アラーム出力

エラー
電流出力

洗浄自動
スタート

工場
設定

ユーザー
設定

工場
設定

ユーザー
設定

工場
設定

ユーザー
設定
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E154 Cl/ClO2 がア ラーム遅延時間よ

り 長 く ア ラーム閾値下限を超え

た

• 必要な らば手動基準測定を行なって く だ 　

さ い。

• センサを整備し て く ださい （センサのマ 　

ニュ アルに従 う ）。

• 測定器を再校正し て く ださい。

• 流量をチェ ッ ク し て く ださい。

• 薬品の供給をチェ ッ ク し て く ださい。

• 計量装置をチェ ッ ク し て く ださい。

yes no no

E155 Cl/ClO2 がア ラーム遅延時間

よ り 長 く ア ラーム閾値上限を超

えた

yes no no

E156 Cl/ClO2 が許容最大時間よ り 長

く 設定値を下回った

yes no no

E157 Cl/ClO2 が許容最大時間よ り 長

く 設定値を上回った

yes no no

E158 pH/mV がア ラーム遅延時間よ

り 長 く ア ラーム閾値下限を超え

た

yes no no

E159 pH/mV がア ラーム遅延時間よ

り 長 く ア ラーム閾値上限を超え

た

yes no no

E160 pH/mV が許容最大時間よ り 長

く 設定値を下回った

yes no no

E161 pH/mV が許容最大時間よ り 長

く 設定値を上回った

yes no no

E162 投入ス ト ッ プ CURREBNT 入力または機能グループのチェ ッ

ク

yes no no

E163 pH9 を上回っている ため、 補償

済み塩素値が不正確すぎ る

システム条件に従い、 pH 値をチェ ッ ク し、

調整し て く だ さい。 pH 値が 9 を超え る と塩

素は効果が小さい OCl- と し て存在する ため、

消毒効果が不確か と な り ます。

yes no no

E170 ホルダ中の流量が少なすぎ るか

ゼロ

流量を復旧し、 測定水ラ イ ンをチェ ッ ク し て

く ださい。

yes no no

E171 主配管の流量が少なすぎ るかゼ

ロ

流量を復旧し て く だ さい。 yes no no

E172 電流入力のス イ ッ チオフ点を超

えた

電流入力の入力設定、 または流量計の確認。 yes no no

E173 電流入力が 4mA 以下 電流入力の入力設定、 または流量計の確認。 yes no no

E174 電流入力が 20mA 以上 電流入力の入力設定、 または流量計の確認。

必要に応じ レ ンジ変更。

yes no no

9999 機器フ ィ ール ド がロ ッ ク され操

作不能

ロ ッ ク を解除する と きは、 CAL キーと - キー

を同時に押す。

* こ のエラーが表示された場合は、 ク リ ーニング機能は開始されません。 （フ ィ ール ド F8 が表示されない）

エラー
No.

表示 対策
アラーム出力

エラー
電流出力

洗浄自動
スタート

工場
設定

ユーザー
設定

工場
設定

ユーザー
設定

工場
設定

ユーザー
設定
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9.3 プロセスに関わる ト ラ ブルシューテ ィ ングと対策

問題 考えられる原因 対策 必要な機器、スペアパーツ

機器が動作し ない • 機器の ヒ ューズが故障

• 電源が入っていない

• ヒ ューズを交換する

• 電源を確立する

• フ ァ イ ン ワ イヤ ヒ ューズ

M250V/3.15A

• テス ター

表示が点滅する • ア ラームによ り 自動コ ン ト ローラ

ス イ ッチオフ

• 電流出力シ ミ ュ レーシ ョ ン

• エラーコード （E xxx） を見て原因

を突き止め、 修復する

• シ ミ ュ レーシ ョ ンを終了する

塩素測定：
ス ロープが浅すぎ る

センサが塩素の入っていない水中か

空気中にあ る

塩素漂白剤の上 （中に入れないで く

ださい！） で短時間の調整、 水中で

調整時間が経過する まで待ち、 校正

する

塩素漂白剤または塩素原液

DPD チェ ッ ク測定と 一致

し ない

測定が pH補償なしで実施されてい

るのに対し、DPD測定が常に pH6.3
にバッファされている。

pH 補償された塩素値を測定する ES （手動補償） または EP （自動補

償） オプシ ョ ン搭載の

CCM 223/253 を選択する

DPD 測定値が高すぎ る 有機塩素漂白剤を使用 （時々であれ

ば、 シ ョ ッ ク塩素処理用と し て使用

可）。 こ こ では実際の遊離塩素、 DPD

測定値、 および電流測定値に相関関

係がない。 5 倍までの DPD 値は高す

ぎ る。

遊離 （気体） 塩素または無機塩素化

合物の塩素を使用する

有機塩素漂白剤が以前に使用されて

いる と きは、 システム全体から水を

抜き、 入念に洗浄し なければな ら な

い。

塩素値が高すぎ る • 隔膜が不良

• 分極が不完全

• 異物 （オキシダン ト ）

• 塩素センサの短絡

• 隔膜カー ト リ ッ ジを交換する

• 分極時間が終了する まで待つ

• 測定水を分析する

• センサを交換する

• 交換用カー ト リ ッ ジ CCY 14-WP

• プロセスに関する詳しい知識

• 交換用センサ

塩素値が低すぎ る • 測定チャ ンバーが閉じ ていない

• 隔膜外側に気泡があ る

• 隔膜内側に気泡があ る

• 電解液を補充し、 測定チャ ンバを

入念にし っか り 締める

• 気泡を取 り 除き、 できればも っ と

良い取 り 付け位置を選ぶ

• 電解液を補充し、 入念にし っかり

と 気泡ができ ないよ う に締める

• 電解液 CCY 14-F または CCY 24-F

塩素値が誤っている / 

校正不可 ;

0 電流大

- 誤った偏向電圧

• 誤ったセンサタ イプの選択

• 偏向電圧を測定し、 必要に応じ 

MKC1 モジ ュールを交換する

• センサの選択チェ ッ ク

• DVM （S （-）、 91 （+））

CCS 140 / 141 ： -20 mV

CCS 240 / 241 ： +120 mV

pH/mV 測定：
ゼロ点が調整でき ない

• リ フ ァ レ ン ス電極の汚れ

• ダ イ ヤフ ラ ムの目詰ま り

• 測定ケーブル断線

• センサの不斉電圧が高すぎ る

• 等電位 / 非等電位接続の誤 り

• 電極を交換する

• ダ イ ヤフ ラ ムを洗浄するか磨 く

（テフ ロ ン製ダ イヤフ ラ ムでは行な

わないこ と ）

• pH 入力を短絡し、PA に接続 → pH7

を表示

• ダ イ ヤフ ラ ムを洗浄するか、 別の

センサでテス ト する

• CCM 223/253は常にPAに等電位接

続する こ と 。

• pH/mV センサ

• 3%HCl 溶液、 やす り （一方向のみ

にみが く ）、 交換用電極

• 3% HCl 溶液、 やす り （一方向のみ

にみが く ）、 交換用電極

• 端子結線図。 4 章を参照

表示が変化し ない、

または変化が遅い

• 電極が汚れている

• 電極の老朽化

• リ フ ァ レ ン ス電極の不良

• 電極を洗浄する。 8.6.2 章を参照

• 電極を交換する

• 電極を交換する

• 洗浄液

• 交換用電極

• 交換用電極

ス ロープが調整できない /

スロープが低すぎる
• ガ ラ ス膜のひび割れ

• 絶縁低下

• 電極を交換する

• ケーブル、 コネ ク タ、 中継端子箱

をテス ト する

• pH シ ミ ュ レータ、 絶縁テス ター

• pH シ ミ ュ レータ

• pH センサ

ス ロープが調整できない /

スロープがない
• ガ ラ ス膜のひび割れ

• 絶縁低下

• 電極を交換する

• ケーブル、 コネ ク タ、 中継端子箱

をテス ト する

• pH センサ

• pH シ ミ ュ レータ、 絶縁テス ター

表示が変化し ない、 また

は不正確

• 電極が液中に浸されていない、

または保護キ ャ ッ プが取 り 外され

ていない

• 流通ホルダ内に気泡

• アース短絡

• ガ ラ ス膜にひび割れ

• 許容でき ない操作 （キー動作に無

応答）

• 取 り 付け位置をチェ ッ ク し、 保護

キ ャ ッ プを取 り 外す

• ホルダ と取 り 付け位置をチェ ッ ク

する

• できれば緩衝液を使って絶縁容器

で測定をテス ト する

• 電極を交換する

• 機器の電源を立ち上げ直す

• プラ スチッ ク容器、 緩衝液

• pH 電極

• EMC の問題の可能性あ り 。

再発する場合は、 アース と配線経

路をチェ ッ クする

温度表示が不正 • 電極の接続に誤 り

• 電極または測定ケーブルが不良

• 接続をチェ ッ クする

• 電極 と ケーブルをテス ト する

• 端子結線図。 4 章を参照

• 抵抗計。 8.7.2 章を参照
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プロセスの pH 値が不正 • 流量が大きすぎ る

• 測定液に電位があ る

• 電極がほこ り や被膜に覆われてい

る

• 流量を下げるか、 バイパスで測定

する

• できれば等電位ピンをアースする

（PA/PM を PE に接続）

• 電極を洗浄する。 8.6.2 章を参照

• このよ う な問題は主にプラ スチ ッ

ク配管で発生する

• 汚れのひどい液体ではスプレー洗

浄を行な う

測定値がふらつ く • 測定ケーブルの干渉

• 信号出力ラ イ ンの干渉

• 測定液に電位があ る

• 等電位設定なのに等電位ピンがない

• 端子結線図に従いケーブルのシー

ル ド接続を行な う

• ラ イ ンをチェ ッ ク し、 他のラ イ ン

の ノ イ ズ影響を受けないよ う 、 で

きればラ イ ンを独立させる

• 干渉電位をな く す

• ホルダのPA ピンを変換器のPA/PM

端子に接続する

• 端子結線図。 4 章を参照

• 信号出力ラ イ ン と 測定入力ラ イ ン

の配線を別々にする

• できればPA/PMをPEに接続し て液

体をアースする

制御出力またはタ イマー
を起動でき ない

リ レーモジュールが付いていない LSR1-2 または LSR1-4 モジ ュール
を取 り 付ける

8.2 章および 8.3 章を参照

制御接点 / 警報接点が機
能し ない

• 制御出力がオフに切 り 替え られて

いる

• 制御出力が "MANUAL/OFF

（手動 / オフ） " モード になって

いる

• オン遅延時間の設定が長すぎ る

• ホール ド機能が作動中

• 制御出力を起動する

• "MANUAL/On （手動 / オン） " また

は "AUTO （自動） " を選択する

• オン遅延を無効にする、 または短

縮する

• 校正時に " 自動ホール ド " にする

ホールド 入力がオンになっている

キーボード でホールド をオンにした

• 6.6 章またはフ ィ ール ド R2xx を

参照

• キーボード、 REL キー

• フ ィ ール ド R2xx を参照

• フ ィ ール ド S2 から S4 を参照

制御出力 / 警報出力が連
続動作する

• 制御出力が "MANUAL/On （手動 /

オン） " モード になっている

• オフ遅延時間の設定が長すぎ る

• 制御ループが中断

• 制御出力を "MANUAL/OFF（手動 /

オフ） " または "Auto （自動） "

モード に設定する

• オフ遅延を無効にする、 または短

縮する

• 測定値、 出力、 接点、 ア クチュ

エータ 、 薬品供給をチェ ッ ク する

• キーボード、REL キーおよび AUTO

キー

• フ ィ ール ド R2xx を参照

電流出力がない • 信号ラ イ ンの断線または短絡

• 出力不良

• ラ イ ンを遮断し、 変換器の電流を

直接測定する

• 8.1 章を参照

• DC 0-20 mA 電流測定器

電流出力が変化し ない • 電流シ ミ ュ レーシ ョ ン中

• プロセ ッ サシステムの同期不調

• シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにする

• 変換器の電源を立ち上げ直す。

• フ ィ ール ド O3 を参照

• EMC の問題の可能性あ り ： 問題が

解消し なければ、 据付けをチェ ッ

クする

電流出力が不正 • 電流割当が不正

• 電流ループの総負荷が高すぎ る

（500Ω 超）

• 0-20 mA または4-20 mA を事前に選

択する

• 出力を遮断し、 変換器の電流を直

接測定する

• フ ィ ール ド O311 を参照

• DC 0-20 mA 用電流測定器

温度または pH/mV 出力
がない

• 変換器に電流出力が 1 つしかない

• PROFIBUS PA バージョ ンの変換器

• 銘板のバージ ョ ンを参照する。

必要な らば LSCH-x1 モジュールを

変更する

• PA/DP バージ ョ ンには電流出力は

あ り ません

• LSCH-x2 モジュールの場合は、

8.2.4 章と 8.3.4 章を参照

ケモ ク リ ーン機能が使用

でき ない

• リ レーモジ ュール LSR1-4 がない、

または LSR1-2 だけが設置されて

いる

• ケモ ク リ ーンが有効になってい

ない

• LSR1-4 モジュールを設置する

• ケモ ク リ ーンは後付けの際、 コー

ド番号の入力で有効にな る。 

→ コード を入力する

（フ ィ ール ド S6）。

• LSR1-4 モジュール。

8.2.4 章と 8.3.4 章を参照

• 詳しい説明は 8.3.5 章を参照

Plus パッ ケージの機能が

使用でき ない

Plus パ ッ ケージが有効でない （plus
パ ッ ケージを使用するにはコー ド 入
力が必要。 こ のコー ド は機器のシ リ
アル番号毎に異な り 、 plus パッ ケー
ジを注文後に提供される。）

• Plus パッ ケージを後付けする場合：

入手し た コード番号を入力する

（フ ィ ール ド S6）

• LSCH/LSCP モジ ュールの交換後 ：

まず変換器のシ リ アル番号 （銘板

を参照） を手入力し、 そのあ と

コード番号を入力する

• 6.7 章を参照

• 詳しい説明は 8.3.5 章を参照

HART または、 ROFIBUS

の通信不能

複数の機器が同じ ア ド レ スに割 り あ

て られている。

必要に応じ ア ド レ ス をチェ ッ クする。

問題 考えられる原因 対策 必要な機器、スペアパーツ
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HART 通信ができ ない • HART コ ン ト ローラがない

• 同じアド レスに複数の加入者がいる

• DD （デバイ ス記述） がないか、

誤っている

• HART イ ン タ フ ェースがない

• 機器が HART サーバで登録されて

いない

• 負荷が 230Ω 未満

• HART 受信機 （FXA 191 等） が負荷

経由で接続されていない

• 機器ア ド レ スが不正

（ 単独モード の場合、 アド レス＝ 0、

マルチ ド ロ ッ プ動作の場合、 ア ド

レ ス＞ 0）

• ラ イ ンキャ パシタ ンスが高すぎる

銘板を見て確認する ：
HART = -xxx5xxx および -xxx6xxx

詳細は、 補助操作説明書
BA 208C "HART® - リ キシス M CxM 
223/253 によ る近接通信 " を参照

LSCH-H1/-H2 モジ ュールにア ッ プ
グレード

PROFIBUS 通信ができ

ない

• PA/DP コ ン ト ローラがない

• ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンが誤って

いる （PROFIBUS 無しバージ ョ ン）

•  Communiwin （CW） II の場合 ：

CW II のバージ ョ ン と 計器のソ フ

ト ウ ェアバージ ョ ンに互換性がな

い

• DD/GSD フ ァ イルがないか、 誤っ

ている

• DPV-1 サーバでのセグ メ ン ト カプ

ラでのボーレー ト 設定が不正

• ステーシ ョ ン （マス タ） ア ド レ ス

が不正、 または二重ア ド レ ス

• ステーシ ョ ン （ス レーブ） ア ド レ

スが不正

• バスラ インが終端処理さ れていない

• ラ イ ンの問題 （長すぎ る、 断面積

が小さすぎ る、 シール ド されてい

ない、 シール ド が接地されていな

い、 線が撚られていない）

• バス電圧が低すぎ る （バス供給電

圧公称値は非防爆で DC 24V、 防

爆タ イプは DC 13.5V）

銘板を見て確認する ：
PA = -xxx3xxx / DP = xxx4xx

詳細については、 補助操作説明書 
BA 209C "PROFIBUS-PA/-DP - リ
キシス M CxM 223/253 によ る近接
通信 " を参照。

変換器の PA/DP コネ ク タでの電圧
は少な く と も 9V 必要。

LSCP モジ ュールにア ッ プデー ト ：
PROFIBUS-PA バージ ョ ンは
LSCP-PA、 PROFIBUS-DP バージ ョ
ンは LSCP-DP を使用。 8.2.4 章およ
び 8.3.4 章を参照

問題 考えられる原因 対策 必要な機器、スペアパーツ



リキシス M CCM 223 / 253 9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

エン ド レスハウザー ジャパン 79

9.4 機器に関わる ト ラ ブルシューテ ィ ングと対策

問題発生時には下表に基づいて診断を行なって く ださい。
スペアパーツの正確な品名と その取 り 付け法については、 9.5.2 章および 9.5.4 章を参照し て く
ださい。

問題 考えられる原因 テスト / 対策 機器、スペアパーツ、要員

デ ィ スプレ イが暗 く 、

LED が作動し ない

• 電源電圧が来ていない

• 供給電圧が誤っているか、 低すぎ

る

• 端子の不良

• ヒ ューズが飛んでいる

• 電源ボード が不良

• コ ン ト ローラが不良

• CCM 253 ： リ ボンケーブルがゆる

んでいるか、 不良

• 電源電圧が来ているかチェ ッ クす

る

• 実際の電源電圧と 銘板上の定格電

圧を比較する

• 端子が締められていない

• 絶縁材が端子に締められている

• 誤った端子が使用されている

• 電源電圧と 銘板上の定格電圧を比

較し たあ と で ヒ ューズを交換する

• 電源ボード を正しい品番のもの と

交換する。

• コ ン ト ローラ を正しい品番のもの

と交換する。

• リ ボンケーブルをチェ ッ ク し、 必

要な ら交換する

• 電気技術者 / テス タ等

• テス タ

• 電気技術者

• 電気技術者/正しい ヒ ューズについ

ては、 9.5.2 章と 9.5.3 章を参照

• エン ド レ スハウザーサービ スによ

るオンサイ ト 診断 （テス ト 用モ

ジュールが必要）

• エン ド レ スハウザーサービ スによ

るオンサイ ト 診断 （テス ト 用モ

ジュールが必要）

• CCM 253 のスペアパーツを参照

デ ィ スプレ イが暗いが、

LED は点灯

コ ン ト ローラ不良

（モジュール ： LSCH/LSCP）

コ ン ト ローラ を交換する エン ド レ スハウザーサービ スによ る

オンサイ ト 診断 （テス ト 用モジ ュー

ルが必要）

デ ィ スプレ イは測定値を

表示するが、

• 値が変化し ない

• 計器を操作でき ない

• 計器が正し く 取 り 付け られていな

い

• システム操作状態に問題があ る

• CCM 223 ： モジ ュールの取 り 付け

をや り 直す

• CCM 253 ： デ ィ スプレ イモジ ュー

ルの取 り 付けをや り 直す

• 計器の電源を切 り 、 再度オンにす

る

• 9.5.2 章と 9.5.3 章の組立図面を参

照

• EMC の問題の可能性 ： 問題が解消

し ない と きは、 エン ド レ スハウ

ザーサービ スに取 り 付け確認を依

頼

計器が熱 く な る • 電圧が不正 / 高すぎ る

• 電源ボード の故障

• 電源電圧と 銘板上の定格電圧を比

較する

• 電源ボード を交換する

• 電圧設定を修正する。

9.5.2 章と 9.5.3 章を参照

• 診断でき るのはエン ド レ スハウ

ザーサービ スのみ

Cl/ClO2 測定値が不正、

温度測定値が不正

変換モジュールが不良 （モジ ュー

ル ： MKC1）。

テス ト を実施し、 7.2 章にし たがって

対策を講じ る

測定入力を検査する ：

• 塩素入力を開にする 

= 示度 0.00 mg

• R10kΩ の抵抗を端子 11/12、 13 に

接続 

= 示度 25 ℃

テス ト に失敗し た場合、 モジ ュール

を正しい品番のもの と 交換する。

9.5.2 章と 9.5.3 章の展開図を参照

pH/mV 測定値が不正 PA/PM 端子が不正

pH/mV 端子は常に PA と 等電位

KC1 モジ ュールのテス ト ： pH 入力を

短絡し、 PA に接続 = 示度 pH7.00

端子結線図を参照

電流出力、 電流値が不正 • 正し く 校正されていない

• 負荷が過剰

• 電流ループでフ レームに分流/短絡

• 操作タ イプが不正

• 電流割当が不正

• テス ターを電流出力に直接接続し、

内蔵の電流シ ミ ュ レーシ ョ ン機能

でテス ト する

• 0-20 mA または4-20 mAが選択され

ているかチェ ッ クする

• 出力 2 は温度または pH に割当可能

• シ ミ ュ レーシ ョ ン値が不正の場合、

工場での再校正、 または新しい

LSCxx モジュールが必要

• シ ミ ュ レーシ ョ ン値は正確 ： 電流

ループの負荷と短絡をチェ ッ クす

る

• 出力されている と きは、 割 り 当て

られたパラ メ ータ をチェ ッ クする

電流出力信号がない 電流出力回路部が不良 （LSCH モ

ジュールのみ ： LSCP モジ ュールには

電流出力がない）

テス ターを電流出力に直接接続し、

内蔵の電流シ ミ ュ レーシ ョ ン機能で

テス ト する

テス ト に失敗し た場合 ： コ ン ト ロー

ラ を正しい品番のもの と を交換する

追加 リ レーが動作し ない CCM 253 ： 品番 320 の リ ボンケーブ

ルがゆるんでいるか、 不良

リ ボンケーブルが正し く 接続されて

いるか確認する。 必要な らば交換す

る

CCM 253 用スペアパーツを参照

追加 リ レーが 2 つだけ使

用可能

リ レーが 2 個の リ レーモジュール

LSR1-2 が取 り 付け られている

リ レー 4 個の LSR1-4 に交換する オペレータ またはエン ド レ スハウ

ザーサービ ス
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拡張機能 （"Plus パッ ケー

ジ " または " ケモ ク リ ー

ン " オプシ ョ ン） が使用

でき ない

• リ リ ース コード がない、 または

誤っている

• 計器のシ リ アル番号が誤 り

• 後付けの場合 ：

オプシ ョ ンの注文に正しいシ リ ア

ル番号が使用されたかど う か確認

する

• 銘板のシ リ アル番号がフ ィ ール ド

S8 で入力し た番号と 一致するか

チェ ッ クする

• エン ド レ スハウザーサービ スに連

絡する。 仕様コード については

9.3 章を参照

• Plus パッ ケージでは、 計器のシ リ

アル番号が重要

LSCH/LSCP モジュールの

交換後に拡張機能 （Plus

パッ ケージ / ケモ ク リ ー

ン） が使用でき ない

交換用モジ ュール LSCH または LSCP

は工場出荷時に計器シ リ アル番号

0000 が入力されます。

Plus パッ ケージやケモ ク リ ーンの リ

リ ース コード はあ り ません。

シ リ アル番号 0000 の LSCH/LSCP の

場合、 計器のシ リ アル番号はフ ィ ー

ル ド E114 から E116 で １ 度だけ入力

でき ます。

次に、 必要に応じ て

Plus パッ ケージ / ケモ ク リ ーンの

リ リ ース コード を入力し ます。

詳しい説明は 9.5.5 章を参照し て く

ださい。

HART または

PROFIBUSPA/DP イ ン タ

フ ェースが機能し ない

• コ ン ト ローラが正しいものでない

• 計器ソ フ ト ウ ェ アが正しいもので

ない

• Bus の問題

• HART ： LSCH-H1 または-H2

PROFIBUS- PA/-DP ： LSCP。

モジ ュールラベルを参照。

• 計器ソ フ ト ウ ェ アについては

フ ィ ール ド E111 を参照

• い く つかの機器を取 り 除き再度テ

ス ト し て く だ さい。

• コ ン ト ローラ を交換する

• オペレータ またはエン ド レ スハウ

ザーサービ ス

問題 考えられる原因 テスト / 対策 機器、スペアパーツ、要員
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9.5 スペアパーツ

スペアパーツはお近 く の営業所または販売代理店にご注文 く ださい。 住所については、 本操作
説明書の裏表紙を参照し て く ださい。 9.5.2 章または 9.5.3 章に記載の製品コード を指定し て く
ださい。 

間違いを防ぐため、 スペアパーツご注文の際は以下のデータ をかならずご明記 く ださい。
• 変換器仕様コード

• シ リ アル番号 （serial.no）

• 可能であれば、 ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン

変換器仕様コード と シ リ アル番号は銘板上に記載されています。 ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ンは計
器のプロセ ッ サシステムが動作中にフ ィ ール ド E111 で表示されます。

9.5.1 パネルマウン ト 型 CCM 223 の分解

" 警告！
計器の使用を中止する と きは、 プロセスに対する潜在的な影響を考慮し て く ださい。

1. 最初に、 計器背面の端子ブロ ッ ク （品番 150 ～ 180） を引き抜き、 計器の電源を切 り ます。
これで計器の分解が可能 と な り ます。

2. エン ド フ レーム ラ ッチを内側に押し ながら、 フ レームを引き抜き ます。
3. 専用ねじ を時計の針 と逆方向に回し てゆるめます。
4. 電子ブロ ッ ク全体をハウ ジングから取 り 出し ます。 モジュールははめ込み式で、 簡単に取 り

外すこ と ができ ます。
- コ ン ト ローラ を前面に向かって引き抜き ます。
- 背板のタブを少し外側に引き、 側面のモジュールを取 り 外し ます。

5. pH/mV 入力付きバージ ョ ンの計器での変換モジュール （品番 120） の取 り 外し ：
- シール ド板を上方に曲げます。
- BNC ソ ケ ッ ト に差し込まれた撚線を取 り 外し たあ と、 モジュールを上に引き抜き ます。

組み立て る と きは分解と逆の手順で行ないます。
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9.5.2 パネルマウン ト 型 CCM 223 の構成

展開図
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CCM 223 用スペアパーツリスト

品名 名称 機能 品番 製品コード

10 電源ボード LSGA 100 / 115 / 230 V AC 51500317

20 電源ボード LSGD 24 V AC + DC 51500318

30 リ レーモジュール LSR1-2 リ レー 2 点 51500320

35 リ レーモジュール LSR1-4 リ レー 4 点 51500321

40 リ レーモジュール LSR1-2+IEIN リ レー 2 点 （ 電流入力） 51504304

45 リ レーモジュール LSR1-4+IEIN リ レー 4 点 （電流入力） 51504305

50 コ ン ト ローラ LSCH-S1 電流出力 1 点 51502467

60 コ ン ト ローラ LSCH-S2 電流出力 2 点 51502468

70 コ ン ト ローラ LSCH-H1 電流出力 1 点 + HART 51502497

80 コ ン ト ローラ LSCH-H2 電流出力 2 点 + HART 51502496

90 コ ン ト ローラ LSCP-PA PROFIBUS-PA / 電流出力な し 51502495

100 コ ン ト ローラ LSCP-DP PROFIBUS-DP / 電流出力な し 51502498

110 塩素変換モジ ュール MKC1 塩素および温度入力 51502466

120
塩素 /pH 変換

モジュール
MKC1 塩素、 pH/mV、 温度入力 51502465

130 ハウ ジング一式

フ ロ ン ト パネル、 ガスケ ッ ト 、

専用ねじ、 テンシ ョ ンブラ ケ ッ ト 、

接続部、 および銘板付きハウ ジング

51501075

140 ハウ ジング部品
バッ クパネル、 側板、 専用ねじ、

エン ド フ レーム
51501076

150 端子ブロ ッ ク セ ッ ト
入出力、 電源、 ア ラーム リ レー用

端子ブロ ッ ク
51502463

160 端子ブロ ッ ク セ ッ ト 品番 150 と 同じ、 PROFIBUS-PA 用 51502464

170 端子ブロ ッ ク セ ッ ト 品番 150 と 同じ、 PROFIBUS-PA 用 51502490

180 端子ブロ ッ ク リ レーモジュール用端子ブロ ッ ク 51501078

190 DP 用エン ド フ レーム D-Sub および端子ブロ ッ ク付き 51502513

200 pH 入力ソ ケ ッ ト シール ド板付き ソ ケ ッ ト 51501070

210 BNC コネ ク タ 簡易、 圧着、 アングル付き BNC 50074961

220 サイ ド パネル キ ッ ト （部品数 10 点） 51502124
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9.5.3 屋外設置型 CCM 253 の分解

1. 配線部カバーのねじ をゆるめ、 ハウ ジングから取 り 外し て く ださい。
2. 電源接続用端子 （品番 270） を引き抜いて計器の電源を切って く ださい。
3. デ ィ スプレ イ カバー部分を開け、 電子基板ボ ッ ク スの リ ボンケーブル （品番 250） を取 り 外

し て く ださい。
4. コ ン ト ローラ （品番 50 ～ 100） の取 り 外し ：

- 液晶表示部中央にあ るねじ をゆるめ、 取 り 外し て く ださい。
5. 電子基板ボ ッ ク スの取 り 外し ：

- ボ ッ ク ス を固定し ているねじ をゆるめ、 ボ ッ ク ス全体を後ろにス ラ イ ド させ、 上方に引き
上げて取 り 外し て く ださい。
モジ ュールの留め金がはずれないよ う に注意し て く ださい。

- ボ ッ ク ス を取 り 外し たあ と、 モジュールのラ ッチを外向きに曲げ、 モジュールを取 り 外し
ます。

6. ド ッ キングモジュール （品番 240） の取 り 外し ：
- モジ ュールを固定し ているねじ を外し、 ド ッ キングモジュール全体を上方に引き上げて取

り 外し て く ださい。
7. pH/mV 入力付きバージ ョ ンの計器での変換モジュール （品番 120） の取 り 外し ： 

- シール ド板を上方に曲げます。
- BNC ソ ケ ッ ト に差し込まれた撚線を取 り 外し たあ と、 モジュールを上に引き抜き ます。

" 警告！
カバーガスケ ッ ト は保護等級 IP 65 を保証するために必要ですので、 傷付いていないこ と を確認
し て く ださい。
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9.5.4 リキシス M CCM 253 の修理保守

展開図
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CCM 253 用スペアパーツリスト

品名 名称 機能 品番 製品コード

10 電源ボード LSGA 100 / 115 / 230 V AC 51500317

20 電源ボード LSGD 24 V AC + DC 51500318

30 リ レーモジュール LSR1-2 リ レー 2 点 51500320

40 リ レーモジュール LSR1-4 リ レー 4 点 51500321

40 リ レーモジュール LSR1-2+IEIN リ レー 2 点 （電流入力） 51504304

45 リ レーモジュール LSR1-4+IEIN リ レー 4 点 （電流入力） 51504305

50 コ ン ト ローラ LSCH-S1 電流出力 1 点 51502467

60 コ ン ト ローラ LSCH-S2 電流出力 2 点 51502468

70 コ ン ト ローラ LSCH-H1 電流出力 1 点 + HART 51501223

80 コ ン ト ローラ LSCH-H2 電流出力 2 点 + HART 51502496

90 コ ン ト ローラ LSCP-PA PROFIBUS-PA / 電流出力な し 51502495

100 コ ン ト ローラ LSCP-DP PROFIBUS-DP / 電流出力な し 51502498

110 塩素変換モジ ュール MKC1 塩素および温度入力 51502466

120
塩素 /pH 変換

モジュール
MKC1 塩素、 pH/mV、 温度入力 51502465

220 ハウ ジング一式

フ ロ ン ト パネル、 ガスケ ッ ト 、

専用ねじ、 テンシ ョ ンブラ ケ ッ ト 、

接続部、 および銘板付きハウ ジング

51501068

230 ハウ ジング基部 ハウジング基部、 ケーブルグ ラ ン ド 51501072

240
ド ッ キング

モジュール

ド ッ キングモジ ュール、 電子基板

ボ ッ ク ス （基板は付属し ません）、

その他部品

51501073

250 リ ボンケーブル リ ボンケーブル 1 セ ッ ト 51501074

260 ヒ ンジ ヒ ンジ 2 組 51501069

270 電源端子 電源接続用端子ブロ ッ ク 51501079

280 pH 端子 シール ド板付き端子 51501071



リキシス M CCM 223 / 253 9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

エン ド レスハウザー ジャパン 87

9.5.5 コ ン ト ローラの交換

! 注意！
交換用コ ン ト ローラ LSCx-x はシ リ アル番号 0000 で工場から出荷されます。 シ リ アル番号は
Plus パッ ケージ と ケモク リ ーンを使用するための リ リ ース コード と リ ン ク し ているため、 モ
ジ ュール交換後は既存の Plus パッ ケージやケモ ク リ ーンが動作し な く な り ます。 通常、 コ ン ト
ローラの交換後は、 設定データはすべて工場設定に リ セ ッ ト されます。

コ ン ト ローラ を交換する と きは、 以下の説明にし たがって進めて く ださい。

1. 可能な らば、 以下のよ う なユーザ設定内容をあ らかじめ記録し ておいて く ださい。
- 校正データ
- 電流割当て （塩素、 温度、 pH）
- リ レー機能の選択
- 警報出力 / 制御出力の設定
- 洗浄設定
- モニタ リ ング機能
- イ ン タ フ ェースパラ メ ータ

2. 9.5.1 章または 9.5.3 章にし たがって計器を分解し て く ださい。
3. コ ン ト ローラの製品コード をチェ ッ ク し、 新しいモジュール と古いモジュールが同じかど う

か確認し て く ださい。
4. 9.5.1 章または 9.5.3 章の説明にし たがい、 新しいモジュールを使って計器を組み立てます。 
5. 計器を始動し、 基本機能 （測定値 と温度の表示、 キーボード操作等） をチェ ッ ク し ます。
6. 計器のシ リ アル番号を入力し て く ださい。

- 銘板に記載の計器のシ リ アル番号 （"ser-no"） を確認し て く ださい。
- その番号をフ ィ ール ド E 114 （年）、 E115 （月）、 E 116 （連番） に入力し ます。
- フ ィ ール ド E 117 は全部の番号の確認のために表示し ます。 正し ければ ENTER キーで確

定し、 間違っていれば中止し て再入力し て く ださい。

" 警告！
シ リ アル番号が 0000 の新品モジュールの場合、 シ リ アル番号は １ 回しか入力でき ません。
ENTER キーで確定する前に入力が正しいかど う か確認し て く ださい。 誤った コード を入力する
と、 拡張機能が使用できな く な り ます。 シ リ アル番号の入力 ミ スは工場でしか訂正でき ません。

7. Plus パッ ケージが有効になっている こ と （機能グループ 「チェ ッ ク」 （P） にア ク セスでき る
か、 等）、 およびケモク リ ーン機能を確認し て く ださい。

8. 計器のユーザ設定を再設定し て く ださい。
9. 可能であれあばユーザー設定を リ セ ッ ト し て く ださい。
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10 仕様

基本部

製造者 Endress+Hauser

製品名称 リ キシス M CCM 223 （パネルマウ ン ト 型）

リ キシス M CCM 253 （屋外設置型）

入力部

測定値対象 遊離塩素 / 二酸化塩素、全残留塩素、温度、pH/ORP

（オプシ ョ ン）

Cl2/ClO2 測定

表示および測定レ ンジ 0 ～ 5mg/l または 0 ～ 20mg/l

アプ リ ケーシ ョ ンレ ンジ CCS120 センサ ： 0.1 ～ 10mg/l

CCS140/240 センサ ： 0.05 ～ 20mg/l

CCS141/241 センサ ： 0.01 ～ 5mg/l

963 センサ ： 0.05 ～ 5mg/l

温度補償レ ンジ

CCS140/240/141/241/963 ： 2 ～ 45 ℃

CCS120 ： 5 ～ 45 ℃

遊離塩素用 pH 補償レ ンジ pH4 ～ 9

pH 校正レ ンジ pH4 ～ 8

ス ロープ基準点 25 ℃ /pH7.2

Cl2/ClO2 信号入力

CCS120/140/141/240/241 センサ 0 ～ 5000nA

963 センサ -100 ～ 500μA

温度測定

温度センサ （CCS120/140/141/240/241） NTC、 25 ℃の と き 10kΩ

表示レ ンジ 0 ～ 50 ℃

pH/ORP 測定

pH 測定レ ンジ pH3.5 ～ 9.5

ORP 測定レ ンジ 0 ～ 1500mV

ゼロ点調整 ± 100mV

ス ロープ調整 38 ～ 65mV/pH

外部入力 1、2

電圧 10 ～ 50V

消費電流 最大 10mA

電流入力

電流レ ンジ 4 ～ 20mA、 電気的に絶縁

最大負荷 電圧降下 5.2 V、 負荷 260 Ω 、 20 mA 時
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出力部

Cl2/ClO2 信号出力、または温度 /pH/ORP 信号出力（オプション）

電流レ ンジ 0/4 ～ 20mA、 電気的に絶縁

エラー電流 ： 2.4/22mA

最小距離 0 / 4 ... 20 mA 信号 測定レ ンジの最低 10%

最大負荷 500Ω

最大分解能 700 デジ ッ ト /mA

Cl2/ClO2 伝送レ ンジ CCS120 センサ ： 0 ～ 10mg/l

CCS140/240 センサ ： 0 ～ 20mg/l

CCS141/241、 963 センサ ： 0 ～ 5mg/l

温度伝送レ ンジ 0 ～ 50 ℃

pH 伝送レ ンジ pH4 ～ 9

ORP 伝送レ ンジ 0 ～ 1500mV

絶縁電圧 最大 350Vrms/DC500V

過電圧保護 EN61000-4-5

外部電圧出力

出力電圧 15V ± 0.6V

出力電流 最大 10mA

接点出力（浮動切替接点）

定格電流 ： 抵抗負荷 （cos ϕ=1） 最大 2A

定格電流 ： 力率負荷 （cos ϕ=0.4） 最大 2A

定格電圧 ： 許容電圧 最大 AC250V、 DC30V

定格電力 ： 抵抗負荷 （cos ϕ=1） 最大 500VA、 DC60W

定格電力 ： 力率負荷 （cos ϕ=0.4） 最大 500VA

警報接点

オン / オフ遅延 0 ～ 2000 秒

制御接点

機能 （可変） パルス長 / パルス周波数

Cl2/ClO2 用 3 ステ ッ プコ ン ト ローラ

制御応答 P、 PI、 PD、 PID

コ ン ト ロールゲイ ン Kp 0.01 ～ 20.00

積分動作時間 Tn 0.0 ～ 999.9 分

微分動作時間 Tv 0.0 ～ 999.9 分

パルス幅 0.5 ～ 999.9 秒

パルス周波数 60 ～ 180 分 -1

基本負荷 最大設定値の 0 ... 40% 

3 ステ ッ プコ ン ト ローラモータ動作時間 10 ～ 999 秒

3 ステ ッ プコ ン ト ローラ不感帯 0 ～ 40%

アラーム出力

機能 （切替可） 連続 / ワ ンシ ョ ッ ト

ア ラーム閾値調整レ ンジ Cl2/ClO2/pH/ORP/ 温度

測定レ ンジ全体

ア ラーム遅延 0 ～ 2000 分 （秒）

下限値モニタ リ ング時間 0 ～ 2000 分

上限値モニタ リ ング時間 0 ～ 2000 分
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精度

Cl2/ClO2 測定

CCS120/140/240/963 測定値分解能 0.01mg/l

CCS141/241 測定値分解能 0.001mg/

表示精度 * （pH、 温度 = 一定） CCS120 測定値の 1% （最小 0.04 mg/l） （変換器単体）

表示精度 * （pH、 温度 = 一定） CCS140/240 測定値の 0.5% （最小 0.04 mg/l） （変換器単体）

表示精度 * （pH、 温度 = 一定） CCS141/241 測定値の 0.5% （最小 0.004 mg/l） （変換器単体）

再現性 測定レ ンジの 0.2% （変換器単体）

測定精度 *、 Cl2/ClO2 信号出力 電流出力レ ンジの 0.75%

温度測定

測定値分解能 0.1 ℃

表示精度 * ± 0.3K

測定精度 * 温度信号出力 電流出力レ ンジの 1.25%

pH/ORP 測定

pH 測定値分解能 pH0.01

ORP 測定値分解能 1mV

pH 表示精度 * pH 0.03

pH 表示精度 * 3mV

測定精度 * pH 信号出力 電流出力レ ンジの 1.25%

測定精度 * ORP 信号出力 電流出力レ ンジの 1.25%

周囲条件

周囲温度 （標準使用環境） -10 ～ +55 ℃

周囲温度 （一次使用環境） -20 ～ +60 ℃

保管 / 輸送温度 -25 ～ +65 ℃

相対湿度 （標準使用環境） 10 ～ 95% ただし結露な き こ と

パネルマウ ン ト 型保護等級 IP54 （フ ロ ン ト パネル）、 IP30 （ハウ ジング）

屋外設置型保護等級 IP65

EMC EN61326 : 1997/A1 : 1998

外形部

パネルマウ ン ト 型寸法 （高さ×幅×奥行） 96 × 96 × 145 mm

バッ ク スペース 約 165mm

屋外設置型寸法 （高さ×幅×奥行） 247 × 170 × 115 mm

パネルマウ ン ト 型質量 最大 0.7kg

屋外設置型質量 最大 2.3kg

表示部 液晶デ ィ スプレ イ

材質

パネルマウ ン ト 型ハウジング ポ リ カーボネー ト

フ ロ ン ト パネル ポ リ エステル、 UV 耐性

屋外設置型ハウジング ABS PC Fr

端子台 最大使用ケーブル断面積 2.5 mm2

電源

電源電圧 AC100/115/230V ;+10/-15%、 48 ～ 62Hz

AC/DC24V +20/-15%

消費電力 最大 7.5VA

ヒ ューズ 細線 ヒ ューズ、 セ ミ タ イ ム ラ グ特性 250V/3.15A

* 標準使用環境にて IEC 60746-1 に準拠
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■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054 市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA214C/33/JA/07.06
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部サービスデスク
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

10.10/ マーコムグループ
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